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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年

が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
国
立
国
会
図
書
館
長
に
就
任
し
、
早

い
も
の
で
９
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
図
書
館
情
報
学

分
野
の
研
究
者
と
し
て
、
国
立
国
会
図
書
館
の
活
動

や
役
割
は
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
お
り
ま
し
た

が
、
実
際
に
館
長
に
な
っ
て
そ
の
日
々
の
活
動
に
接

し
て
み
ま
す
と
、
そ
の
活
動
の
幅
広
さ
、
多
様
さ
に

改
め
て
驚
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
「
国
立
国
会
図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
１
‐

２
０
２
５

-

国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
シ

フ
ト-
」は
今
年
４
月
か
ら
最
終
年
度
に
入
り
ま
す
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
７
つ
の
重
点
目
標
、
４
つ
の
基

本
的
役
割
を
掲
げ
て
き
ま
し
た
が
、
特
に
ビ
ジ
ョ
ン

の
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
り
ま
す
「
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
」

に
つ
い
て
は
大
き
な
成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

令
和
２
年
度
以
来
毎
年
度
の
補
正
予
算
に
よ
り
、
当

初
の
「
５
年
間
で
１
０
０
万
冊
以
上
の
所
蔵
資
料
の

デ
ジ
タ
ル
化
」
と
い
う
目
標
は
既
に
大
き
く
超
え
、

１
９
６
９
年
か
ら
２
０
０
０
年
ま
で
に
受
け
入
れ
た

国
内
刊
行
図
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
点
数
は
、
今
年
度
中

に
は
累
計
で
１
４
５
万
冊
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

令
和
６
年
11
月
時
点
で
、
当
館
の
デ
ジ
タ
ル
化
資
料

４
２
３
万
点
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
中

の
資
料
は
64
万
点
、
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
送
信
サ
ー
ビ

ス
を
通
じ
て
提
供
可
能
な
資
料
は
２
０
３
万
点
に
ま

で
拡
大
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
」
は
、
紙
の
出
版
物
の
デ
ジ

タ
ル
化
だ
け
を
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
資
料
は
探
し
出
せ
な
け
れ
ば
利
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
当
館
を
は
じ
め
他
の
図
書
館
等
で
も
、
所
蔵

資
料
に
は
著
者
名
、
書
名
、
出
版
社
名
な
ど
の
メ
タ

デ
ー
タ
を
付
与
し
て
検
索
で
き
る
よ
う
に
し
て
き
ま

し
た
。
昨
年
１
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
統
合
的
な

資
料
検
索
シ
ス
テ
ム「
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ（
Ｎ

新年のごあいさつ

国 立 国 会 図 書 館 長　 倉 田　 敬 子
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Ｄ
Ｌ
サ
ー
チ
）」
で
は
、
当
館
の
メ
タ
デ
ー
タ
だ
け

で
な
く
、
他
の
機
関
が
作
成
し
て
い
る
メ
タ
デ
ー
タ

も
ま
と
め
て
検
索
で
き
、
紙
の
出
版
物
を
探
す
だ
け

で
な
く
、
様
々
な
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
ア
ク

セ
ス
も
可
能
で
す
。

　

Ｏ
Ｃ
Ｒ
処
理
に
よ
る
全
文
テ
キ
ス
ト
化
も
進
め
て

お
り
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
約
３
０
０
万
点
の
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
の
全
文

検
索
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
文
検
索

で
ヒ
ッ
ト
し
た
検
索
語
の
位
置
を
画
像
上
に
ピ
ン
で

表
示
す
る
こ
と
で
、
探
し
た
い
情
報
を
す
ぐ
に
見
つ

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
仕
組
み
も
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
」
を
進
め
る

こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
資
料
に
関
し
て
便
利
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
状
況
を
構
築
し
つ
つ
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
出
版
社
、
著
者
の
皆

さ
ま
、
連
携
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
機
関
の
皆

さ
ま
を
は
じ
め
と
し
て
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
、
こ

の
現
在
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
の
活
動
を
総
括
し
た
う
え

で
、
次
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
け
て
の
検
討
を
本
格
化
さ

せ
て
い
く
時
期
と
な
り
ま
す
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
」
の
次
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
う

考
え
て
い
け
ば
い
い
か
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
課
題

で
す
。
そ
の
一
助
と
す
べ
く
、
当
館
と
似
た
機
能
を

持
つ
米
国
議
会
図
書
館
の
首
席
副
館
長
Ｊ
・
マ
ー
ク
・

ス
ウ
ィ
ー
ニ
ー
氏
を
迎
え
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
デ
ジ

タ
ル
シ
フ
ト
の
次
へ
―
米
国
議
会
図
書
館
の
新
戦
略

か
ら
見
え
て
く
る
も
の
―
」
を
昨
年
９
月
に
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
ス
ウ
ィ
ー
ニ
ー
氏
に
は
米
国
議
会
図

書
館
の
戦
略
計
画
に
つ
い
て
基
調
講
演
を
行
っ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
一
橋
大
学
大
学
院
教
授
の
只
野

雅
人
氏
、
情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
長
の
喜
連
川

優
氏
、
国
士
舘
大
学
特
任
教
授
の
溝
上
智
恵
子
氏
に

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
国
立
国

会
図
書
館
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
い
ま
し
た
。

　

知
識
と
は
、
人
間
の
身
体
も
含
め
た
広
い
意
味
の

認
知
活
動
の
結
果
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
、
何
ら
か

の
制
度
、
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
社
会
の
人
々
に
流
通

し
、
社
会
活
動
と
次
の
知
的
生
産
活
動
の
源
と
な
る

も
の
で
す
。
現
在
、
そ
の
知
識
の
表
現
形
式
、
流
通

制
度
と
も
に
大
き
な
変
化
を
迎
え
て
い
ま
す
。
国
立

国
会
図
書
館
の
基
本
的
な
役
割
と
は
、
伝
統
的
な
紙

の
出
版
物
と
デ
ジ
タ
ル
で
生
み
出
さ
れ
流
通
す
る
多

様
な
情
報
と
を
統
合
し
た
知
の
基
盤
を
最
大
限
活
用

し
て
国
会
活
動
を
補
佐
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
多
く

の
人
々
に
そ
の
基
盤
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

通
じ
て
、
豊
か
な
社
会
の
形
成
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
の
基
本
的
な
役
割
は

変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法

に
ま
だ
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
も
含
め
、
こ
れ
か
ら
も
国
立
国
会
図
書
館
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
べ
く
模
索
を
続
け
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
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『理科年表　第一冊』― 百年の歴史 はじまりの一冊 ―

落 合 翔

国立国会図書館の蔵書から

理
科
年
表
は
、
自
然
科
学
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
基

礎
的
情
報
を
網
羅
し
た
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
あ
る
。
学

校
の
授
業
で
理
科
年
表
の
ペ
ー
ジ
を
繰
り
、
課
題
を

こ
な
し
た
記
憶
の
あ
る
方
も
お
ら
れ
よ
う
。
も
ち
ろ

ん
、
わ
れ
わ
れ
図
書
館
員
も
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
に

お
い
て
重
宝
し
て
お
り
、
科
学
の
調
べ
物
を
す
る
利

用
者
へ
理
科
年
表
を
紹
介
す
る
こ
と
も
少
な
く
な

い
。理

科
年
表
は
年
に
１
回
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
本
年

は
刊
行
開
始
か
ら
１
０
０
年
目
に
当
た
る
。
本
記
事

で
は
、そ
の
歴
史
の
幕
開
け
と
な
っ
た『
第
一
冊
』（
大

正
14
（
１
９
２
５
）
年
版
。
理
科
年
表
で
は
創
刊
号

か
ら
の
数
が
「
第
○
冊
」
と
示
さ
れ
る
。）
を
見
て

い
き
た
い
。

『
第
一
冊
』は「
暦
部
」か
ら
始
ま
る
。
こ
こ
で
は
、

大
正
14
年
の
１
月
か
ら
12
月
ま
で
、日
々
の
日
の
出
・

日
没
の
時
刻
、
月
の
満
ち
欠
け
に
関
す
る
情
報
な
ど

が
一
覧
化
さ
れ
て
い
る
。
１
年
を
通
じ
て
の
惑
星
や

北
極
星
の
動
き
も
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
１
０
０
年

前
の
読
者
は
、
そ
の
日
そ
の
日
の
天
空
の
状
態
を
、

こ
の
一
冊
で
簡
便
に
確
認
で
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。

ま
た
「
天
文
部
」
で
は
各
種
天
体
や
星
座
な
ど
の

情
報
が
、「
気
象
部
」で
は
世
界
や
日
本
各
地
の
気
温
、

降
水
量
、
初
雪
の
日
な
ど
の
情
報
が
整
理
さ
れ
て
い

る
。「
物
理
化
学
部
」
で
は
、
様
々
な
物
質
の
性
質

や
構
成
を
表
す
値
な
ど
が
一
覧
で
き
る
。「
地
学
部
」

で
は
、
世
界
の
国
や
都
市
の
人
口
、
お
も
な
海
洋
、

今 月 の 一 冊

『理科年表　第一冊（大正14年）』
東京天文台編　東京帝国大学　1925 年
https://dl.ndl.go.jp/pid/977669（モノクロ画像）

『第一冊』の典型的な見開き紙面。自然科学に関するデータがびっしりと印刷されている。
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山
岳
、
河
川
な
ど
の
大
き
さ
、
岩
石
・
鉱
物
の
性
質
、

過
去
の
お
も
な
地
震
と
い
っ
た
も
の
を
調
べ
る
こ
と

が
で
き
る
。

こ
う
し
た
情
報
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
毎
年
の

理
科
年
表
に
掲
載
さ
れ
続
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
各
部
を
細
か
く
見
て
い
く
と
、
い
ま
と
昔

の
内
容
に
違
い
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
と

え
ば
、
元
素
を
一
覧
す
る
「
周
期
表
」
は
、
現
在
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
と
異
な
る
、
横
幅
の
狭
い
形

式
の
も
の
（
短
周
期
型
周
期
表
）
が
収
め
ら
れ
て
お

り
、
当
時
は
元
素
の
標
準
的
な
整
理
の
し
か
た
が
現

在
と
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。こ
の
よ
う
に
、

「
１
０
０
年
前
の
最
新
科
学
」
に
触
れ
る
気
持
ち
で

デ
ー
タ
や
図
表
を
眺
め
て
み
る
の
も
、『
第
一
冊
』

の
楽
し
み
方
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

理
科
年
表
は
ど
う
い
っ
た
経
緯
で
誕
生
し
た
の
だ

ろ
う
か
。

理
科
年
表
を
創
刊
し
た
東
京
天
文
台
（
現
・
国
立

天
文
台
、
当
時
は
東
京
帝
国
大
学
に
附
属
）
の
人
々

は
、『
第
一
冊
』
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
を
は
じ

め
か
ら
計
画
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。東
京
天
文
台
で
当
初
構
想
さ
れ
て
い
た
の
は
、

天
体
観
測
に
利
用
さ
れ
る
本
格
的
な
天
体
暦（
太
陽
、

月
、
惑
星
の
位
置
な
ど
を
理
論
的
に
計
算
・
予
報
し

一
覧
化
し
た
も
の
）だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
日
本
で
は
、

膨
大
か
つ
高
度
な
計
算
を
要
す
る
天
体
暦
編
纂
の
た

『第一冊』の「暦部」の冒頭部分。左ページに大正 14（1925）年 1 月の日々の太陽の情報が、右ページに月の情報がま
とめられている。

『第一冊』に収められている元素周期表。現在の理科年表では 120 種類近く示されている元素記号も、まだ 87 種類しか
見られない。この短周期型周期表は、理科年表においては『第三十冊』（1957（昭和 32）年版）まで掲載されているが、
その翌年からは「従来の短周期型にみられる諸種の欠陥を補うものとして推奨に値する」として、現在広く知られてい
る「長周期型周期表」が採用された。
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『第一冊』では約 300 件の過去の大地震の情報が整
理されており、その震源をプロットした「本邦地
震帯図」も綴じ込まれている。太平洋側に「外側
大地震帯」、日本海側に「内側地震帯」と示される
線が震源に沿って結ばれているが、これらの用語
は現代の地震学においてはほとんど用いられなく
なった。なお、図のような地震の分布を説明しう
るプレートテクトニクス理論が確立したのは、40
年ほど時代を下った 1960 年代後半であり、理科年
表にプレートテクトニクスに関連する説明が登場
するのは『第五十九冊』（昭和 61（1986）年版）か
らである。

「月食の図」も現在の理科年表には掲載されていないものである。
この図では、黒い円が地球によって太陽光が完全に遮られる影を
表しており、小さい円で示される月がその影を右から左に横切っ
ていく様子が示されている。3 から 10 の数字は時刻（時）であり、
午前 5 時頃から部分月食が始まり、6 時 45 分頃に最大となることが
わかる。この図と明け方の空を見比べながら、大正 14（1925）年
2 月 9 日に実際に部分月食を観察した人がいたかもしれない。この
形式の図は『第三十四冊』（昭和 36（1961）年版）まで見られる。

『第一冊』には、現在の理科年表には見当たらないような形で整理された情報も
ある。たとえば上図は、カタツムリ（蝸牛）から光まで、世の中の様々な速度を
ランキング形式で紹介する興味深いページであり、『第十三冊』（昭和 11（1936）
年版）まで掲載されていた。単位はメートル毎秒である。馬車や伝書鳩といった
歴史を感じられる項目も含まれているが、当時はこれらも実用的な情報だったの
だろう。
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天文暦の独自編纂の構想がなされていた時期は、東京天文台
による天文観測体制の拡充が進められた時代に重なる。かつ
て東京・麻布にあった東京天文台は、大正 13（1924）年にい
まの所在地である三鷹へ移転することとなり、広大な敷地に
大掛かりな設備の整備が進められていた。写真は東京天文台
の移転に当たって建てられた観測設備の 1 つ「赤道儀室」の
当時の様子であり、ドーム内に設置された望遠鏡で太陽を観
測していた。

（写真出典）「武蔵野の一角に新築天文台」『東京朝日新聞』
1921.6.6, 3 面　<Z81-1>

海軍水路部（海上保安庁海洋情報部の前身）による天体暦『天体位置表』の第一
冊目の冒頭部分。理科年表の「暦部」よりも細かく専門的な、日々の太陽のデー
タが並んでいる。『天体位置表』は戦後、海上保安庁が受け継いで毎年刊行して
いた。しかし、平成 22（2010）年で終刊となり、結果的に、天体暦の予算が当
初認められなかった理科年表のほうが永く刊行され続けることとなった。

（図版出典）『天體位置表　昭和 18 年』水路部 , 1942, p.2　https://dl.ndl.go.jp/
pid/10304773/1/8

め
の
技
術
や
体
制
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
欧
米
か
ら
輸

入
し
た
天
体
暦
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
い

て
い
た
が
、
こ
れ
を
東
京
天
文
台
で
、
国
内
で
初
め

て
独
自
に
編
纂
す
る
気
運
が
高
ま
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。一

方
、
当
時
の
航
海
で
は
、
天
体
の
観
測
に
よ
り

海
上
で
自
分
の
位
置
や
針
路
を
確
認
し
て
お
り
、
そ

れ
に
用
い
る
目
的
で
、
海
軍
省
で
も
天
体
暦
を
編
纂

す
る
計
画
が
同
時
期
に
進
行
し
て
い
た
。
両
組
織
が

予
算
獲
得
を
競
い
合
っ
た
結
果
、
天
体
暦
の
編
纂
は

海
軍
省
が
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
東
京
天
文
台
は

小
規
模
な
天
体
暦
（「
暦
部
」
に
相
当
）
を
含
む
理

科
年
表
を
刊
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
東
京
天
文
台
に
と
っ
て
、
不
本
意
な
決
定

で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
経
緯

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
天
文
学
に
と
ら
わ
れ
な
い
内

容
を
含
み
、
教
育
の
現
場
な
ど
で
も
広
く
用
い
ら
れ

る
理
科
年
表
が
誕
生
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
し
た
意
義
は
創
刊
当
初
か
ら
早
々
に
見
出
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
日
本
天
文
学
会

が
刊
行
す
る
『
天
文
月
報
』
で
は
、刊
行
直
後
の
『
第

一
冊
』
に
つ
い
て
「
天
文
学
、
気
象
学
、
物
理
学
、

化
学
、
地
理
学
、
地
文
学
等
に
関
係
し
た
教
育
者
並

に
研
究
者
に
と
っ
て
座
右
に
備
え
て
便
利
な
も
の
で

あ
ろ
う（

１
）。」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
第
一
冊
』

刊
行
の
年
の
『
東
京
帝
国
大
学
要
覧
』
で
は
、
東
京

天
文
台
に
よ
る
理
科
年
表
の
編
纂
に
つ
い
て
「
是
れ

『第一冊』を注意深く読んでいくと、まだまだ興味深い点を多く見つける
ことができる。例えば、「地学部」の「内外の主な高層建築物」の一覧には、
現代の東京スカイツリーに匹敵するほどの高さの「ピッツバーグ市紀念塔」

（640 メートル）という信じがたいものが記されている。このような建物
は実在していないが、この記述をもとに当時の現地の新聞等を調べてみる
と、現実的に可能であったかは別として、そうした超高層タワーの建築計
画が確かに議論されていたようである＊。この表をまとめた編纂者は、遠
い海外の細かい動向まで収集していたのだろう。

「原ノ町無線電信塔」（202 メートル）や「佐賀関製錬所煙突」（166 メートル）
といった、かつて日本に存在していた、当時における巨大建築物が掲載さ
れているのもわくわくする。これらはそれぞれの建築当時、世界で一二を
争う高さを誇るものだったようだ。
また、「東京帝国大学講堂（建設中）」（76 メートル）という気になる記述
もある。『第一冊』の刊行直後に竣工した現・東京大学のいわゆる安田講
堂は、実際には高さが 40 メートル弱しかない。筆者の調べの限りでは、
実はその約 2 倍もの高さまで建設される予定だった、といったような事実
は確認できなかったものの、そんな幻の計画があったのだろうか、と思い
を巡らすのもおもしろい。
なお、この表は『第三十七冊』（昭和 39（1964）年版）を最後に掲載され
なくなったが、最新の『第九十八冊』（令和 7（2025）年版）では超高層
ビルの高さ等を示した表「世界と日本における最大規模の人工構造物・掘
削」の掲載が始まった。
＊ “Plan Tallest Memorial,” Harrisburg Telegraph, 1919.6.19, p.16; “Tower 
2,000 Feet High will be Pittsburgh’s Memorial to Yankees,” Washington 
Times, 1919.6.21, p.19
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1　「雑録　理科年表」『天文月報』18 巻3号 日本天文学会 , 1925.3, 
p.41　https://dl.ndl.go.jp/pid/3304056/1/5

2　東京帝国大学編『東京帝国大学要覧　従大正十三年　至大正
十四年』東京帝国大学, 1925, pp.260-261　https://dl.ndl.go.jp/
pid/1838186/1/139

○参考文献
『 東 京 天 文 台 90 周 年 誌 ― 沿 革 と 展 望 ―』 東 京 天 文 台, 1968　

https://dl.ndl.go.jp/pid/2429889
斎藤国治ほか「神田茂先生を悼む」『天文月報』67 巻11号 日本天
文学会 , 1974.10, pp.333-341　https://dl.ndl.go.jp/pid/3304630/1/4
東京大学百年史編集委員会編『東京大学百年史　部局史　三』東
京大学出版会 , 1987　https://dl.ndl.go.jp/pid/12113777

『理科年表　番外編』丸善出版 , 2015（『理科年表　第 89 冊（平成
28 年）』附録）　<Z43-469>
中島林彦「日本最初の理科年表」『日経サイエンス』47 巻12 号 日経
サイエンス , 2017.12, pp.96-99　<Z14-529>

「學鐙」編集室「『理科年表』について」『學鐙』118 巻 4 号 (2021年冬) 
丸善出版 , 2021, pp.54-55　<Z21-176>

※引用の旧字は新字に、旧かなづかいは現代かなづかいに改めた。
片仮名も適宜平仮名に改めた。
※< > 内は当館請求記号

理科年表をつくった人
大正 12（1923）年、東京天文台に理科年表係が設置され、技師・

神田茂（1894-1974）がその主任となった。神田は理科年表の刊
行初期の中心的人物であり、『第一冊』から『第十二冊』（昭和
11（1936）年版）まで編纂に携わった。写真は理科年表の編纂
が計画されていた頃の神田である。細かい作業を好む人柄であっ
た神田は、情熱と喜びを持って、理科年表の原稿と日々向き合っ
ていたと伝えられている。

しかし、第二次世界大戦の末期になると、東京天文台の職員
は各自の研究や観測を中断させられ、軍事的にも必要とされる
暦の計算に総動員されることとなった。神田はそうした方針に
反対した結果、東京天文台を罷免されてしまうこととなる。終
戦前年には、戦時の出版事情により、理科年表の刊行も中断さ
れてしまった。

ただ、それでも神田の理科年表に対する思いは消えなかった
に違いない。神田は東京天文台を離れた後も、研究者として、
さらにアマチュア天文学の指導者として長く活躍したが、戦後
に神田が著した教科書を見てみると、正確な天文学的数値の参
照先として、『第二十冊』（昭和 22（1947）年版）から刊行を再
開した理科年表を参照するよう勧める例が見当たる＊ 1。また、
理科年表の掲載内容の妥当性を論じ、修正を具申する論文を多
数発表、それを受けてとみられる修正が実際になされるなど＊ 2、
外部の立場から理科年表の改良・発展に貢献していたようであ
る。

理科年表がこうした科学者の情熱に支えられ、生まれ、100
年間受け継がれてきたと考えると、ただでさえ厚い現在の理科
年表の重みが、いや増して感じられる。

＊ 1　神田茂『天文学概説』恒星社厚生閣 , 1952　https://dl.ndl.go.jp/pid/1370771
＊ 2　神田茂「理科年表の日本大地震表について」『地震』2 輯 21 巻 2 号 日本地震学会 , 1968.8, pp.141-142　<Z15-199>

（写真出典）「天文台の新理学士が銀河に近く新星発見」『東京朝日
新聞』1920.8.24, 5面　<Z81-1>

本
台
の
事
業
上
最
も
必
要
の
事
な
り
と
す（
２
）」
と
ま
で

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
刊
行
が
は
じ
ま
っ
た
理
科
年
表
は
、
昭

和
59
（
１
９
８
４
）
年
に
は
構
成
に
「
生
物
部
」
が

加
わ
り
、
さ
ら
に
広
範
な
分
野
を
カ
バ
ー
し
た
。
平

成
17（
２
０
０
５
）年
に
は
時
代
の
要
請
に
応
え
、「
環

境
部
」
が
新
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
毎
年
、
デ
ー
タ

の
更
新
や
追
加
が
な
さ
れ
な
が
ら
、
理
科
年
表
は
進

化
を
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ま
も
昔
も
人
々
に

科
学
の
正
確
な
デ
ー
タ
を
提
供
し
続
け
て
い
る
こ
と

は
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
営
み
は
、
こ
れ
か
ら
も
永
く

続
い
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
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２
０
２
３
年
７
月
、
文
春
新
書
か
ら
『
家
政
婦

の
歴
史
』
と
い
う
本
を
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

ジ
ョ
ブ
型
だ
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
だ
の
と
い
っ

た
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
話
ば
か
り
書
い
て
い
た
の
で
、

「
妙
な
本
を
書
い
た
な
あ
」と
思
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

で
も
、読
ま
れ
た
方
か
ら
は
Ｘ（
旧T

w
itter

）上
で
、

「
こ
れ
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
面
白
い
」
と
か
「
法
の
盲

点
を
突
く
著
作
で
面
白
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想

も
い
た
だ
き
、ほ
っ
と
し
て
い
ま
し
た
。と
り
わ
け
、

労
働
研
究
者
の
本
田
恒
平
さ
ん
が
「
濱
口
さ
ん
の

圧
倒
的
な
文
献
研
究
で
、
労
働
者
供
給
の
歴
史
の

点
と
点
が
繋
が
り
、
霞
が
晴
れ
て
い
く
よ
う
な
感

覚
。
一
見
地
味
な
テ
ー
マ
だ
け
ど
、
濱
口
作
品
の

中
で
一
番
好
き
だ
っ
た
。
一
番
震
え
た
」
と
書
い

て
い
た
だ
い
た
と
き
は
、
う
れ
し
い
と
同
時
に
こ

そ
ば
ゆ
い
思
い
が
駆
け
巡
り
ま
し
た
。
と
い
う
の

も
、
褒
め
ら
れ
た
「
圧
倒
的
な
文
献
研
究
」
と
い

う
の
は
、
私
が
勤
務
す
る
労
働
政
策
研
究
・
研
修

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ルコレ
ク
ション
が
な
け
れ
ば

  

書
け
な
か
っ
た
本

濱
口 

桂
一
郎

Ham
aguchi Keiichiro

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
労
働
政
策
研
究
所
長

１
９
５
８
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
１
９
８
３
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
、
同
年
労
働
省
に
入
省
。
欧

州
連
合
日
本
政
府
代
表
部
一等
書
記
官
、
衆
議
院
調
査
局
厚
生
労
働
調
査
室
次
席
調
査
員
、
東
京

大
学
客
員
教
授
、
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
を
経
て
２
０
１
７
年
か
ら
現
職
。『
労
働
法
政
策
』

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
２
０
０
４
）、『
新
し
い
労
働
社
会
―
―
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
へ
』（
岩
波
新

書
、
２
０
０
９
）、『
働
く
女
子
の
運
命
』（
文
春
新
書
、
２
０
１
５
）、『
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
社
会
と
は
何

か
―
―
正
社
員
体
制
の
矛
盾
と
転
機
』（
岩
波
新
書
、 

２
０
２
１
）、『
新・Ｅ
Ｕ
の
労
働
法
政
策
』（
労

働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
、
２
０
２
２
）、『
家
政
婦
の
歴
史
』（
文
春
新
書
、
２
０
２
３
）、『
賃
金

と
は
何
か
―
―
職
務
給
の
蹉
跌
と
所
属
給
の
呪
縛
』（
朝
日
新
書
、
２
０
２
４
）
な
ど
著
書
多
数
。

続
々
見
ら
れ
る
資
料
が
増
え
て
い
る
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」。
労
働
政
策
研
究
の
第
一
人
者
で

あ
る
濱
口
桂
一
郎
さ
ん
は
、
家
政
婦
の
歴
史
を
調
べ
る
過
程
で
「
恐
る
恐
る
」
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
使
い
始
め
、

あ
れ
こ
れ
見
て
い
く
う
ち
に
そ
の
威
力
を
知
る
に
至
っ
た
と
い
い
ま
す
。一
昨
年
上
梓
さ
れ
た
話
題
書『
家
政
婦
の
歴
史
』

執
筆
の
過
程
に
お
い
て
、
実
際
に
ど
ん
な
風
に
使
っ
た
の
か
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『家政婦の歴史』文春新書 , 2023 年 7 月刊
序　章   ある過労死裁判から
第 1 章　派出婦会の誕生と法規制の試み
第 2 章　女中とその職業紹介
第 3 章　労務供給請負業
第 4 章　労務供給事業規則による規制の時代
第 5 章　   労働者供給事業の全面禁止と有料職業 

紹介事業としてのサバイバル
第 6 章　労働基準法再考
第 7 章　家政婦紹介所という仮面を被って 70 年
第 8 章　家政婦の労災保険特別加入という絆創膏
第 9 章　家政婦の法的地位再考
終　章   「正義の刃」の犠牲者
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機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
）
の
労
働
図
書
館
の
蔵
書
と
、

な
に
よ
り
も
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/

）
の
お
か
げ
だ
っ

た
か
ら
で
す
。

　

本
書
を
書
く
直
接
の
き
っ
か
け
は
、「
は
じ
め
に
」

に
書
い
た
と
お
り
、
２
０
２
２
年
９
月
29
日
に
東

京
地
裁
が
家
政
婦
の
過
労
死
事
件
に
つ
い
て
、
家

政
婦
は
家
事
使
用
人
だ
か
ら
労
働
基
準
法
や
労
災

保
険
法
の
適
用
を
受
け
な
い
と
い
う
判
決
を
下
し

た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
判
決
に
賛
否
両
論
あ

る
中
で
も
、そ
も
そ
も
家
政
婦
は
家
事
使
用
人
だ
っ

た
の
か
？　

と
い
う
疑
問
を
呈
す
る
人
は
一
人
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
が
そ
こ
に
疑
問
を
感
じ
た

の
は
、「
あ
と
が
き
」
に
書
い
た
よ
う
に
、
ち
ょ
う

ど
そ
の
前
後
に
日
本
の
労
働
市
場
仲
介
ビ
ジ
ネ
ス

の
歴
史
を
ま
と
め
つ
つ
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　

こ
れ
は
、
２
０
２
２
年
３
月
の
職
業
安
定
法
改

正
を
契
機
に
し
て
、
こ
れ
ま
で
ま
と
ま
っ
た
研
究

書
の
存
在
し
な
い
こ
の
分
野
に
、
資
料
集
的
な

意
味
も
含
め
て
通
史
を
書
こ
う
と
し
た
も
の
で
、

２
０
２
３
年
３
月
に
『
労
働
政
策
レ
ポ
ー
トN

o.14 

労
働
市
場
仲
介
ビ
ジ
ネ
ス
の
法
政
策
―
職
業
紹
介

法
・
職
業
安
定
法
の
一
世
紀
―
』（
労
働
政
策
研
究
・

研
修
機
構
）
と
し
て
公
表
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
の
紹
介
業
者
千ち

束づ
か

屋や

か
ら
始
ま
っ
て
、
20
世
紀

前
半
に
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
が
次
第
に
規
制
・
禁
止
さ

れ
て
い
き
、
20
世
紀
後
半
に
次
第
に
規
制
緩
和
・

自
由
化
さ
れ
て
い
く
政
策
プ
ロ
セ
ス
を
、
膨
大
な

資
料
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
掲
載
し
つ
つ
描
き
だ
し
た

も
の
で
、
Ａ
４
判
３
９
４
頁
の
分
厚
い
レ
ポ
ー
ト

で
す
。
そ
の
と
き
主
と
し
て
用
い
た
の
は
、
私
が

勤
務
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
の
労
働
図
書
館
の
蔵
書
で

し
た
。
戦
後
の
労
働
行
政
に
関
わ
る
書
籍
や
雑
誌
、

資
料
の
類
い
は
ほ
ぼ
揃
っ
て
お
り
、
戦
前
の
資
料

も
ご
く
一
部
で
す
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
て
い
る
と
き
に
目
に
飛

び
込
ん
で
き
た
の
は
、
１
９
５
１
年
10
月
に
家
政

婦
が
有
料
職
業
紹
介
事
業
の
対
象
職
種
に
追
加
さ

れ
た
と
き
に
、当
時
の
行
政
広
報
誌
で
あ
っ
た
『
職

業
安
定
広
報
』
１
９
５
１
年
12
月
号
に
、「
看
護

婦
並
び
に
家
政
婦
の
職
業
紹
介
は
職
業
紹
介
法
に

基
く
『
労
務
供
給
事
業
規
則
』
で
規
制
さ
れ
て
い

た
。
昭
和
二
十
三
年
三
月
、
職
業
安
定
法
の
施
行

に
伴
い
、
労
働
者
供
給
事
業
と
し
て
労
働
組
合
が

労
働
大
臣
の
許
可
を
得
て
行
う
場
合
の
外
一
切
禁

止
さ
れ
る
こ
と
と
な
」
っ
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
発
生
し
た
の
で
「
職
業
安
定
法
施
行
規
則
第

二
十
四
条
第
一
項
第
八
号
の
労
働
大
臣
が
定
め
る

職
業
と
し
、
弊
害
の
な
い
も
の
に
私
営
職
業
紹
介

事
業
を
許
可
す
る
事
と
し
た
」
と
書
か
れ
て
い
た

こ
と
で
す
。
と
い
う
の
も
、
街
の
あ
ち
こ
ち
に
見

『労働政策レポートNo.14 労働市場仲介ビジ
ネスの法政策―職業紹介法・職業安定法の
一世紀―』  2023 年３月
https://www.jil.go.jp/institute/
rodo/2023/014.html

（独立行政法人労働政策研究・研修機構ウェ
ブサイト）

『職業安定広報』2(12), 1951 年 12 月
https://dl.ndl.go.jp/pid/2732793/1/15
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か
け
る
「
○
○
家
政
婦
紹
介
所
」
と
い
う
看
板
を

見
慣
れ
た
私
た
ち
は
、
家
政
婦
と
い
う
の
は
昔
か

ら
職
業
紹
介
事
業
だ
っ
た
と
思
い
込
み
が
ち
で
す

が
、戦
前
か
ら
終
戦
直
後
ま
で
は
そ
う
で
は
な
か
っ

た
こ
と
、
悪
の
権
化
と
し
て
全
面
禁
止
さ
れ
た
と

教
え
ら
れ
て
き
た
労
働
者
供
給
事
業
で
あ
っ
た
こ

と
が
、
役
所
自
身
の
手
に
よ
っ
て
さ
り
げ
な
く
示

さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

え
？　

そ
う
だ
っ
た
の
か
！

　

終
戦
直
後
の
労
働
者
供
給
事
業
の
禁
止
を
め
ぐ

る
ド
タ
バ
タ
劇
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
の
労

働
図
書
館
の
資
料
を
片
っ
端
か
ら
見
て
い
く
こ
と

で
ほ
ぼ
全
体
像
を
描
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。『
労

働
時
報
』『
中
央
労
働
時
報
』『
職
業
安
定
広
報
』『
雇

用
研
究
』『
職
業
研
究
』
と
い
っ
た
行
政
関
連
雑
誌

を
始
め
、
戦
後
労
働
行
政
の
関
係
資
料
は
か
な
り

揃
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
戦
前
労
務
供

給
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
家
政
婦
の

姿
は
な
か
な
か
見
え
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
法
令
や
主
な
通
達
は
、『
労
働
行
政
史　

第

1
巻
』（
労
働
法
令
協
会
、
１
９
６
１
）
を
始
め
と

し
た
既
存
の
歴
史
書
に
載
っ
て
い
ま
す
が
、
具
体

的
な
細
か
い
情
報
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
す
。
そ

こ
で
、
当
時
「
す
ご
い
ら
し
い
ぞ
」
と
噂
に
な
り

か
け
て
い
た
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
恐
る
恐
る
検
索
し
て
み
ま
し
た
。
そ

う
す
る
と
、
戦
前
は
「
家
政
婦
」
と
い
う
言
葉
よ

り
も
「
派
出
婦
」
と
い
う
言
葉
の
方
が
一
般
的
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
れ
こ

れ
見
て
い
く
う
ち
に
、
戦
前
の
あ
る
行
政
資
料
に

ぶ
ち
当
た
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
協
調
会
に
置
か

れ
た
中
央
職
業
紹
介
事
務
局
が
発
行
し
て
い
た『
職

業
紹
介
公
報
』の
第
16
号（
１
９
２
５
年
２
月
28
日
）

で
し
た
。

　

同
号
に
は
「
東
京
府
下
に
於
け
る
派
出
婦
会
の

概
況
」
と
い
う
か
な
り
長
い
記
事
が
載
っ
て
お

り
、
そ
こ
に
は
、
派
出
婦
会
と
い
う
新
し
い
事
業

を
始
め
た
の
は
大お

お
わ和
俊
子
と
い
う
女
性
で
あ
る
こ

と
、
羽
仁
も
と
子
の
主
宰
す
る
『
婦
人
之
友
』
と

い
う
雑
誌
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
公
表
し
、
大
好
評
で

迎
え
ら
れ
た
こ
と
、
彼
女
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
見
て
多

く
の
人
が
続
々
と
新
規
参
入
し
て
き
て
派
出
婦
の

質
が
低
下
し
た
こ
と
、そ
こ
で
彼
女
が
音
頭
を
と
っ

て
東
京
聯
合
派
出
婦
会
を
結
成
し
た
こ
と
な
ど
が

詳
し
く
書
か
れ
て
い
た
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

戦
前
の
派
出
婦
会
の
姿
が
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
ロ
グ
イ
ン
な
し
で

閲
覧
可
能
」
な
資
料
で
し
た
が
、「
派
出
婦
」
の
検

索
結
果
の
か
な
り
の
も
の
は
、「
送
信
サ
ー
ビ
ス
で

閲
覧
可
能
」
や
「
国
立
国
会
図
書
館
内
限
定
」
で

し
た
。

　

と
り
あ
え
ず
こ
こ
ま
で
の
情
報
で
、
２
０
２
２

年
度
研
究
成
果
と
し
て
の
上
記
労
働
政
策
レ
ポ
ー

ト
を
書
き
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
最
終
段
階
だ
っ
た

２
０
２
３
年
１
月
ご
ろ
、
た
ま
た
ま
以
前
『
働
く

女
子
の
運
命
』
を
出
し
た
と
き
に
担
当
い
た
だ
い

て
い
た
文
藝
春
秋
社
編
集
部
の
鳥
嶋
七
実
さ
ん
と

お
昼
を
ご
一
緒
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
こ
で
問
わ

れ
る
ま
ま
に
「
あ
の
家
政
婦
っ
て
の
は
、
戦
前
は

派
出
婦
会
と
い
っ
て
労
働
者
供
給
事
業
だ
っ
た
の

が
、
戦
後
職
業
紹
介
事
業
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ

の
た
め
に
家
事
使
用
人
に
さ
れ
て
し
ま
い
、
労
働

基
準
法
が
適
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で

す
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
喋
っ
た
の
で
す
。
そ

の
数
か
月
前
に
冒
頭
で
述
べ
た
家
政
婦
過
労
死
事

件
の
判
決
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
そ
れ
っ
て
面

白
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
本
に
し
ま
し
ょ
う
よ
」

と
な
り
ま
し
た
。
本
の
企
画
っ
て
、
そ
ん
な
こ
と

で
始
ま
る
の
？　

と
思
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

『職業紹介公報』第 16 号 , 1925 年 2 月28日
https://dl.ndl.go.jp/pid/983830/1/1
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そ
ん
な
こ
と
で
始
ま
る
ん
で
す
よ
。

　

こ
う
し
て
、『
家
政
婦
の
歴
史
』
の
執
筆
が
始
ま

り
ま
し
た
。
大
部
分
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
労
働
図
書
館
資

料
で
ま
か
な
え
た
労
働
政
策
レ
ポ
ー
ト
と
違
い
、

こ
ち
ら
は
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
資
料
、
と

り
わ
け
「
国
立
国
会
図
書
館
内
限
定
」
の
資
料
を

駆
使
し
な
け
れ
ば
書
け
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
『
婦
人

之
友
』
で
す
。
今
日
も
刊
行
さ
れ
続
け
て
い
る
こ

の
雑
誌
に
は
、
羽
仁
も
と
子
に
よ
る
事
業
の
紹
介

や
宣
伝
が
繰
り
返
し
載
っ
て
い
ま
す
。
大
和
俊
子

が
派
出
婦
会
を
始
め
た
１
９
１
８
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
な
ら
ぬ
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
猛
威
を
振
る
い
始
め

た
年
で
も
あ
り
、
同
誌
１
９
１
９
年
８
月
号
の
「
派

出
婦
会
の
成
績
」
と
い
う
記
事
に
よ
る
と
「
あ
の

世
界
感か

ぜ冒
で
、
あ
ち
ら
か
ら
も
こ
ち
ら
か
ら
も
、

派
出
婦
に
来
て
欲
し
い
と
い
ふ
御
申
込
み
で
、
ど

う
す
る
こ
と
も
出
来
な
か
つ
た
さ
う
で
す
」。

　

さ
ら
に
、
検
索
リ
ス
ト
に
は
当
時
刊
行
さ
れ
て

い
た
多
く
の
婦
人
雑
誌
が
並
ん
で
い
ま
す
。
戦
後

も
長
く
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
主
婦
之
友
』
だ
け
で

な
く
、『
婦
人
界
』『
婦
人
倶
楽
部
』『
婦
女
界
』『
女

人
芸
術
』
と
い
っ
た
雑
誌
が
競
っ
て
派
出
婦
会
を

取
り
上
げ
て
記
事
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。
中
で
も
面
白
か
っ
た
の
は
、『
婦
人
倶

楽
部
』
１
９
３
０
年
１
月
号
の
「
見
事
時
代
の
潮

に
乗
つ
て
―
派
出
婦
人
会
の
創
始
者
大
和
俊
子
さ

ん
―
」
と
い
う
記
事
で
す
。
銀
行
員
と
結
婚
し
た

大
和
俊
子
は
働
く
の
が
何
よ
り
も
楽
し
み
だ
っ
た

の
に
、
夫
の
出
勤
後
家
の
中
で
ぼ
ん
や
り
と
手
持

ち
無
沙
汰
に
し
て
い
る
の
が
つ
ら
く
て
仕
方
が
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
１
０
０
年
以
上
昔
の
こ
の
時

代
、
人
妻
の
身
で
は
働
く
場
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

国立国会図書館デジタルコレクションの「詳細検索」画面（https://dl.ndl.go.jp/search）でキーワードに「派出婦会」と入力し、「コレクショ
ン」のチェックを「雑誌」にのみ入れた検索結果（「出版日：古い順」にソート）※ 2024 年 8 月1日現在
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せ
ん
。
そ
こ
で
、

　
　

 

自
分
の
や
う
に
仕
事
が
な
く
て
困
つ
て
ゐ
る

者
が
あ
る
か
と
思
へ
ば
、
一
方
に
は
多
忙
で

〳
〵
困
つ
て
ゐ
る
家
庭
も
あ
る
。
女
中
一
人

を
雇
ふ
の
も
無
駄
だ
が
、
で
も
、
時
々
仕
事

が
溜
つ
て
こ
ん
な
時
だ
け
で
も
女
中
の
手
が

欲
し
い
と
云
ふ
や
う
な
家
は
、
い
く
ら
も
あ

る
に
違
ひ
な
い
。
さ
う
い
ふ
家
へ
遊
ん
で
ゐ

る
人
々
を
臨
時
雇
に
使
つ
て
貰
つ
た
ら
、
双

方
の
為
に
ど
ん
な
に
都
合
が
い
ゝ
だ
ら
う
！

―
―
こ
ゝ
ま
で
考
へ
つ
い
た
時
、
彼
女
は
ポ

ン
と
膝
を
打
つ
た
。

　
　

 『
こ
れ
は
面
白
い
。
将
来
必
ず
発
展
す
る
仕
事

に
違
ひ
な
い
！
』

　

昨
今
の
ビ
ジ
ネ
ス
誌
に
載
せ
て
も
全
く
違
和
感

が
な
い
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
開
拓
記
に
な
っ

て
い
ま
す
。
派
出
婦
会
が
発
展
す
る
に
つ
れ
、
封

建
的
な
雇
用
関
係
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
女
中
の

な
り
手
は
減
少
し
て
い
き
、
当
時
の
小
説
に
は
女

中
払
底
の
世
相
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
健
全
に
発
展
し
て
い
っ
た
戦
前
の
派

出
婦
会
が
、
１
９
３
８
年
の
職
業
紹
介
法
改
正
で

労
務
供
給
事
業
と
し
て
許
可
制
の
下
に
置
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
そ
こ
で
一
緒
く
た
に
さ
れ

「見事時代の潮に乗つて—派出婦人会の創始者大和俊子さん—」『婦人倶楽部』11(1), 1930 年１月
https://dl.ndl.go.jp/pid/3562033/1/80
※国立国会図書館内限定の資料です。
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た
の
は
ピ
ン
ハ
ネ
親
方
が
肉
体
労
働
者
を
と
こ
と

ん
搾
取
す
る
悪
辣
な
人
夫
供
給
請
負
業
で
し
た
。

そ
し
て
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
日
本
社
会
を
民
主
化
す

る
た
め
に
、
封
建
的
雇
用
制
度
で
あ
る
労
働
者
供

給
事
業
を
全
面
禁
止
せ
よ
と
命
じ
ま
し
た
。
彼
ら

の
目
に
映
っ
て
い
た
の
は
悲
惨
な
人
夫
の
姿
で
あ

り
、
そ
の
限
り
で
は
「
正
義
の
刃
」
で
あ
っ
た
の

で
す
が
、
そ
の
刃
を
振
り
下
ろ
し
た
場
所
に
は
、

法
的
に
人
夫
供
給
業
と
バ
ン
ド
リ
ン
グ
さ
れ
た
近

代
的
な
派
出
婦
会
が
あ
る
こ
と
は
見
え
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
。

　

労
働
基
準
法
が
適
用
さ
れ
な
い
家
事
使
用
人
と

は
、主
人
世
帯
の
一
員
で
あ
る
女
中
の
こ
と
で
あ
っ

て
、
派
出
婦
会
か
ら
派
遣
さ
れ
て
く
る
家
政
婦
は

家
事
使
用
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
少
な
く

と
も
、
１
９
４
７
年
９
月
に
労
働
基
準
法
が
施
行

さ
れ
た
と
き
に
は
そ
う
で
し
た
。
そ
の
証
拠
に
、

労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
１
条
に
は
そ
の
適
用
事

業
と
し
て
「
派
出
婦
会
の
派
出
の
事
業
」
が
明
記

さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
同
年
12
月
に

職
業
安
定
法
が
施
行
さ
れ
、
翌
１
９
４
８
年
３
月

に
は
労
働
者
供
給
事
業
が
全
面
禁
止
さ
れ
、
派
出

婦
会
は
違
法
の
存
在
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

数
年
間
の
ド
タ
バ
タ
を
経
て
、
１
９
５
１
年
10
月

に
家
政
婦
が
有
料
職
業
紹
介
事
業
の
対
象
職
種
に

追
加
さ
れ
、
よ
う
や
く
合
法
的
な
事
業
に
な
っ
た

の
で
す
が
、
そ
れ
と
引
き
換
え
に
、
彼
女
ら
は
女

中
と
同
様
の
家
事
使
用
人
と
い
う
身
分
を
押
し
つ

け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

か
つ
て
人
気
を
博
し
た
『
家
政
婦
は
見
た
！
』

と
い
う
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
は
、「
市
原
悦
子
演
じ
る

石
崎
秋
子
が
大
沢
家
政
婦
紹
介
所
の
家
政
婦
と
し

て
上
流
階
級
の
華
や
か
な
暮
ら
し
ぶ
り
の
家
庭
に

派
遣
さ
れ
」（W

ikipedia 

「
家
政
婦
は
見
た
！
」
の

ペ
ー
ジ
）
ま
す
。「
紹
介
」
と
い
い
な
が
ら
「
派
遣
」

し
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
石
崎
秋
子

は
大
沢
家
政
婦
紹
介
所
に
猫
と
一
緒
に
寝
泊
ま
り

し
、毎
回
紹
介
所
に
所
属
す
る
家
政
婦
た
ち
が
ち
ゃ

ぶ
台
を
囲
ん
で
派
遣
先
の
噂
話
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。
ど
う
ひ
っ
く
り
返
っ
て
も
、
主
人
の
世
帯
の

一
員
（
国
勢
調
査
で
い
う
「
住
み
込
み
の
雇
い
人
」）

で
は
な
い
は
ず
な
の
に
、
労
働
基
準
法
上
は
女
中

扱
い
さ
れ
、
過
労
死
し
て
も
労
災
認
定
さ
れ
な
い

と
い
う
不
条
理
の
も
と
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
こ

う
い
う
い
き
さ
つ
が
あ
る
わ
け
で
す
。

　

本
書
を
執
筆
す
る
上
で
は
、
大
和
俊
子
や
派
出

婦
会
の
実
像
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
戦
前
の

女
中
が
置
か
れ
て
い
た
苛
酷
で
悲
惨
な
労
働
条
件

や
、
悪
逆
非
道
な
人
夫
供
給
業
の
あ
の
手
こ
の
手

の
悪
辣
ぶ
り
に
つ
い
て
も
、デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
検
索
し
て
出
て
き
た
膨
大
な
資
料
の
中
か
ら

い
く
つ
も
の
ネ
タ
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
そ
ら
く
、
私
の
よ
う
な
意
図
を
持
っ
て
検

索
し
な
い
限
り
な
か
な
か
人
の
目
に
触
れ
な
い
よ

う
な
資
料
で
す
が
、
そ
の
生
々
し
さ
は
一
級
品
で

す
。
是
非
拙
著
を
読
ん
で
い
た
だ
い
た
上
で
、
そ

こ
に
載
せ
き
れ
な
か
っ
た
部
分
も
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
で
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン
テ
リ

青
年
の
ど
ん
底
生
活
を
描
い
た
吉
田
英
雄
『
日
稼

哀
話
』（
平
凡
社
、
１
９
３
０
）
な
ど
、
復
刻
出
版

さ
れ
て
い
る
の
も
う
な
ず
け
る
ほ
ど
の
迫
力
で
す
。　

　

私
は
た
ま
た
ま
家
政
婦
の
歴
史
研
究
か
ら
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
威
力
を
知
る
に
至
り
ま
し

た
が
、
ほ
か
に
も
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
使

え
ば
百
万
力
に
な
る
よ
う
な
研
究
分
野
は
い
っ
ぱ

い
あ
る
は
ず
で
す
。
ほ
ん
の
２
年
前
の
私
も
、
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
使
っ
た
こ
と
が
な
く
、

恐
る
恐
る
使
い
始
め
た
よ
う
な
新
参
者
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
ほ
ん
の
１
年
足
ら
ず
で
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
な
け
れ
ば
絶
対
に
書
け
な
か
っ

た
よ
う
な
本
を
出
す
に
至
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

敷
居
は
と
て
も
低
い
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
近
現

代
史
研
究
、
と
り
わ
け
あ
ん
ま
り
主
流
じ
ゃ
な
い

よ
う
な
領
域
の
歴
史
研
究
を
し
よ
う
と
す
る
人
に

と
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
使
わ
な
い

で
研
究
を
す
る
こ
と
は
も
は
や
あ
り
得
な
い
時
代

に
な
り
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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国立国会図書館デジタルコレクションの全文検索を活用しよう！

全文検索機能を使って検索するには？

　国立国会図書館デジタルコレクションのトップページにあるキーワード検索欄に入力して検索すると、 デフォ

ルトで全文検索も行われます。

トップページのキーワード検索欄

　国立国会図書館デジタルコレクションでは、 収録された資料の多くについて全文検索を行うことが

できます。 全文検索では、 図書や雑誌のタイトル ・ 目次だけでなく、 本文 ・ 挿絵のキャプション ・

表の中身なども検索することができるので、 従来の検索では見つけられなかった情報を発見できる

可能性があります。

　この記事では、 国立国会図書館の全文検索機能の使い方について簡単にご紹介します。

全文検索の対象資料
2024（令和6）年11月時点で、全文検索の対象となっているのは、当館が国立国会図書館デジタルコレクショ
ン上で提供を行っているデジタル化済みの図書・雑誌等資料のうち約297万点です。
個々の資料の書誌情報のうち「公開開始日（W3CDTF）」が令和2年11月以前であればおおむね全文検索
が可能です。
主な対象資料の内訳は下表のとおりです（2024（令和6）年11月時点）。	

今後もデジタル化済みの資料に対してOCR処理によるテキスト化を順次行う予定です。最新の状況は
https://dl.ndl.go.jp/fulltext-search
をご覧ください。

コレクション 資料概数 うち、全文検索可能な資料概数

図書 2,088,000	点 1,475,000	点

雑誌 1,388,000	点 1,320,000	点

博士論文 180,000	点 149,000	点

官報 21,000	点 21,000	点

全文検索ではかえって関係
ない検索結果が出てきすぎ
る、という場合は、「詳細
検索」のオプションで「全
文検索」のチェックを外す
ことができます。
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資料閲覧画面。表示されているコマでの検索キーワード登場箇所にピンが表示されている。

検索結果の表示 （一覧画面）

　たとえば 「藤村の羊羹」 というキーワードで検索し、結果を 「ログインなしで閲覧可能」 なものに絞り込むと、

次のような検索結果が表示されます。

　キーワード前後の文字も少し表示されるので、 文脈を確認して見たいところを探すことができます。

検索結果の表示 （資料閲覧画面）

　上の検索結果一覧画面の中で、 『当世大学生気質』 の 「154 コマ ： 」 の文字をクリックすると、 以下のよう

な資料閲覧画面が表示されます。

検索結果一覧画面。検索キーワードが太字で表示されている。

　全文検索機能を使うと、 特定の用語 ・ 言い回しや人物名などを効率的に探すことができます。 ぜ

ひ様々な調査にご活用ください。

　より詳しいことや検索のコツを知りたい場合は、「リサーチ・ナビ」 の次のページもご参照ください。

・ 「全文検索を活用するには」　https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi/plan/post_987

・ 「全文検索をさらに活用するヒント」　https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi/plan/fulltext_tips

同一資料の複数のコマに検
索キーワードが登場する場合
は、「全●件の該当箇所」と
いった形で折りたたまれて表
示されます。「　	」を押すこ
とで展開することができます。

折りたたみ部分を展開したところ

検索キーワードが資料の目
次に登場する場合、このよ
うに表示されることがあり
ます。「目次：」をクリック
すると、目次のページでは
なく、目次に取られた項目
が資料本文で登場するコマ
（ここでは本文１６７ページ
が撮影されたコマ）に移動
します。検索キーワードが資料の本文に登場する場

合、このように表示されます。「●●コマ：」
をクリックすると、当該コマに移動します。

ピンの表示が邪魔な場合は、ここでピン表
示の有無を切り替えることができます。

今見ている資料の中を別の単
語で検索したい場合は、ここ
の文字列を変更して検索するこ
とができます。
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１
．
和
辻
哲
郎
の
人
と
思
想

和わ
つ
じ辻
哲て
つ
ろ
う郎
と
い
う
名
前
を
聞
い
た
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
ご
存
じ
の
方

は
案
外
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
和

辻
哲
郎
自
筆
稿
本
」
を
紹
介
す
る
前
に
、
和
辻

の
生
涯
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
３
月
１
日
、
和
辻

哲
郎
は
現
在
の
兵
庫
県
姫
路
市
仁に

ぶ

の
豊
野
の
医
師

の
家
系
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
和
辻
は
生
涯
に
わ

た
っ
て
故
郷
を
愛
し
て
い
た
よ
う
で
、
自
身
の

エ
ッ
セ
イ
の
中
で
故
郷
の
こ
と
を
「
わ
た
く
し

の
記
憶
に
あ
っ
て
わ
た
く
し
の
愛
惜
を
呼
ん
で

い
る
農
村

（
１
）
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。
17
歳
の
時

に
旧
制
姫
路
中
学
校
を
卒
業
し
て
東
京
の
旧
制

第
一
高
等
学
校
に
進
学
。
そ
の
後
、
東
京
帝
国

大
学
の
哲
学
科
で
学
び
ま
し
た
。

一
般
に
哲
学
者
・
倫
理
学
者
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
和
辻
で
す
が
、
学
生
時
代
は
哲
学
・
倫

理
学
だ
け
な
く
、
小
説
や
、
戯
曲
、
批
評
な
ど

の
執
筆
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。
学
生
時
代

の
和
辻
は
、
夏
目
漱
石
を
中
心
と
し
た
「
木
曜

会
」
と
い
う
サ
ロ
ン
に
出
入
り
し
て
い
ま
す
。

当
時
の
「
木
曜
会
」
に
は
安
倍
能よ
し
し
げ成
や
阿
部
次

郎
、
内
田
百
閒
、
と
い
っ
た
人
た
ち
が
い
ま
し

た
。「

漱
石
を
核
と
す
る
こ
の
若
い
連
中
の
集
ま

り
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
い
う
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
も

の
に
な
っ
て
い
た
。
木
曜
日
の
晩
に
は
、
そ
こ

へ
行
き
さ
え
す
れ
ば
、
楽
し
い
知
的
饗
宴
に
あ

ず
か
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る

（
２
）
」
と
和
辻
は

若
き
の
日
の
こ
と
を
語
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
谷

崎
潤
一
郎
と
は
帝
国
大
学
で
「
新
思
潮
」（
第

二
次
）
と
い
う
雑
誌
を
発
行
し
て
お
り
、
終
生

そ
の
交
友
関
係
を
続
け
ま
し
た
。

そ
ん
な
和
辻
を
世
間
的
に
一
躍
有
名
に
し

た
の
は
、
大
正
８
（
１
９
１
９
）
年
に
刊
行
さ

れ
た
『
古
寺
巡
礼
』
で
す
。
こ
れ
は
和
辻
が
20

代
後
半
の
頃
に
、
友
人
と
奈
良
へ
旅
行
し
た
際

の
紀
行
文
で
す
。
東
大
寺
や
唐
招
提
寺
と
い
っ

国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館
の
古
典
籍
資
料
室
で
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
資
料
「
和
辻
哲
郎
自
筆

稿
本
」
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
哲
学
者
・
倫
理
学
者
和
辻
哲
郎
（
１
８
８
９

～
１
９
６
０
）
の
直
筆
の
原
稿
等
、
１
０
６
点
か
ら
な
る
貴
重
な
資
料
群
で
す
。

和
辻
哲
郎
は
西
洋
哲
学
と
東
洋
哲
学
を
融
合
さ
せ
、「
和
辻
倫
理
学
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な

独
自
の
倫
理
学
体
系
を
築
き
上
げ
た
学
者
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
記
事
で
は
和
辻
哲
郎
の

生
涯
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
と
そ
の
魅
力
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

吉
村　

雄
太

和
辻
哲
郎
自
筆
稿
本
の
世
界

　
―
「
和
辻
倫
理
学
」の
源
泉
を
も
と
め
て

旧制姫路中学校時代。前列向かって左から三人目が和辻哲郎。
出典：『和辻哲郎全集』第 18 巻 ( 自叙伝の試み ), 岩波書店 , 1963
(https://dl.ndl.go.jp/pid/2974280/1/4)
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た
奈
良
の
仏
像
を
流
麗
な
筆
致
で
論
じ
、
旧
制

高
等
学
校
の
学
生
達
を
中
心
に
広
く
読
ま
れ
ま

し
た
。
た
だ
仏
像
に
つ
い
て
論
じ
る
だ
け
で
な

く
、
和
辻
が
自
身
の
悩
め
る
姿
を
率
直
に
記
し

て
い
る
と
い
う
点
が
当
時
の
青
年
達
の
共
感

を
呼
ん
だ
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。『
古
寺
巡
礼
』

の
中
で
和
辻
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

昨
夜
父
は
言
っ
た
。
お
前
の
今
や
っ
て
い
る
こ

と
は
道
の
た
め
に
ど
れ
だ
け
役
に
立
つ
の
か
、

頽
廃
し
た
世
道
人
心
を
救
う
の
に
ど
れ
だ
け
貢

献
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
こ
の
問
い
に
は

返
事
が
で
き
な
か
っ
た

（
３
）

。

農
村
か
ら
東
京
に
出
て
、
哲
学
や
文
学
に
精

を
出
し
て
き
た
が
、「
絶
え
ず
生
活
を
フ
ラ
フ

ラ
さ
せ
て
、
わ
き
道
に
ば
か
り
そ
れ
て
い
る
（
４
）
」

の
で
は
な
い
か
、
と
和
辻
は
同
著
の
中
で
自
身

を
顧
み
て
い
ま
す
。
医
師
の
家
系
に
生
ま
れ
た

和
辻
に
は
、
人
の
役
に
立
た
な
け
れ
ば
と
い
う

思
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。現
実
の
出
来
事
と
、

一
見
す
る
と
現
実
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
研
究
と
の
折
り
合
い
を
ど
の
よ
う
に

つ
け
れ
ば
よ
い
の
か
煩は
ん
も
ん悶
す
る
若
き
和
辻
の
姿

が
『
古
寺
巡
礼
』
に
は
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
煩
悶
が
後
に
和
辻
を
倫
理
学
の
道
に
導

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
正
９
年
に
東
洋
大
学
講
師
に
就
任
。
大
正

10
年
に
は
岩
波
書
店
か
ら
雑
誌
『
思
想
』
を
創

刊
し
ま
す
。
自
身
は
編
集
者
と
し
て
積
極
的
に

『
思
想
』
の
刊
行
に
関
わ
り
ま
し
た
。

転
機
が
訪
れ
た
の
は
大
正
14
年
、
36
歳
の
時

で
し
た
。『
善
の
研
究
』
で
知
ら
れ
る
哲
学
者

西
田
幾
多
郎
と
宗
教
学
者
波
多
野
精
一
に
見
い

だ
さ
れ
、
和
辻
は
京
都
帝
国
大
学
の
倫
理
学
科

の
助
教
授
に
任
命
さ
れ
る
の
で
す
。
和
辻
が
京

都
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
た
頃
に
は
、
和
辻
の
他

に
も
田
辺
元は
じ
め、
九く

き鬼
周し
ゅ
う
ぞ
う
造
と
い
っ
た
優
秀
な
哲

学
者
達
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
学
生

で
、
後
に
国
立
国
会
図
書
館
の
初
代
副
館
長
も

務
め
た
美
学
者
の
中
井
正ま
さ
か
ず一
は
そ
の
頃
の
雰
囲

気
を
こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

こ
の
一
〇
年
間
の
京
都
の
学
会
は
ま
こ
と
に
百

花
繚
乱
の
時
で
も
あ
っ
た
。西
田
、深
田
、朝
永
、

波
多
野
、
藤
井
、
小
西
、
松
本
の
教
授
陣
を
配

す
る
に
、
少
壮
気
鋭
の
助
教
授
講
師
陣
、
天
野

貞て
い
ゆ
う裕

、
田
辺
元
、
和

哲
郎
、
山
内
得と

く
り
ゅ
う

立
、
植

田
寿
蔵
、
小
島
裕
馬
、
九
鬼
周
造
の
諸
先
生
が

星
の
ご
と
く
輝
い
て
い
た
の
で
あ
る

（
５
）

。

当
時
の
京
都
で
は
、
西
田
幾
多
郎
と
そ
の
元

東京帝国大学学生時代
出典：『現代日本思想大系 第 28』筑摩書房 , 1963
(https://dl.ndl.go.jp/pid/2940720/1/12)

『思想』(1), 岩波書店 , 1921.10　 <Z23-90>
岩波書店から刊行されている人文社会学雑誌『思想』
の創刊号。和辻哲郎が雑誌の創刊、刊行に深く関わり
ました。休刊はあったものの『思想』は和辻の時代か
ら今に至るまで刊行を続けています。
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に
集
ま
っ
て
き
た
哲
学
者
た
ち
が
、
教
員
と
学

生
と
分
け
隔
て
な
く
、
日
夜
喧け

ん
け
ん
が
く
が
く

々
諤
々
の
議
論

を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。
時
に
は
西
田
を
は

じ
め
と
し
た
教
員
の
家
に
学
生
が
押
し
か
け
て

き
て
議
論
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
い
わ
ゆ
る
「
京
都
学
派
」
の
思
想
が
花
開

い
た
時
代
で
す
。
和
辻
も
「
京
都
学
派
」
の
中

心
的
な
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
、
約
十
年
間

京
都
で
教
鞭
を
取
り
ま
し
た
。

そ
し
て
昭
和
９
（
１
９
３
４
）
年
、
和
辻
の

京
都
時
代
の
集
大
成
と
し
て
『
人
間
の
学
と
し

て
の
倫
理
学
』
が
刊
行
さ
れ
ま
す
。「
西
田
幾

多
郎
先
生
に
さ
さ
ぐ
」
と
い
う
献
辞
か
ら
始
ま

る
そ
の
文
章
は
、
西
田
幾
多
郎
の
哲
学
か
ら
大

き
く
影
響
を
受
け
た
も
の
で
、「
和
辻
倫
理
学
」

の
礎
と
な
る
よ
う
な
著
作
で
し
た
。

同
年
、
和
辻
は
東
京
帝
国
大
学
の
教
授
に
就

任
し
ま
す
。
翌
年
、
す
ぐ
さ
ま
『
風
土　

人
間

学
的
考
察
』
と
い
う
著
作
を
刊
行
し
ま
す
。
同

著
作
で
和
辻
は
「
風
土
」
と
い
う
言
葉
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
自
然
環
境
の
中
で
い
か
に
し
て
人

間
の
思
考
や
行
動
様
式
が
形
作
ら
れ
て
き
た
の

か
と
い
う
こ
と
を
論
じ
ま
し
た
。『
風
土
』
も

京
都
帝
国
大
学
時
代
の
講
義
を
下
地
に
し
た
著

作
で
し
た
。

そ
し
て
『
人
間
の
学
と
し
て
の
倫
理
学
』
と

『
風
土
』
で
論
じ
ら
れ
た
内
容
が
、『
倫
理
学
』

と
い
う
著
作
に
結
実
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

『
倫
理
学
』
は
上
巻
・
中
巻
・
下
巻
の
三
部
作

か
ら
な
る
大
著
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
は
さ

ん
で
、
昭
和
12
年
か
ら
昭
和
24
年
に
か
け
て
刊

行
さ
れ
ま
し
た
。
同
書
で
和
辻
は
「
倫
理
を
単

に
個
人
意
識
の
問
題
と
す
る
近
世
の
誤
謬
か
ら

脱
却
す
る
こ
と
（
６
）
」
を
掲
げ
、
西
洋
の
思
想
を
批

判
し
、
東
洋
思
想
の
「
空
」
の
思
想
を
根
底
に

据
え
た「
間
柄
」の
倫
理
学
を
論
じ
ま
し
た
。『
倫

理
学
』
に
よ
っ
て
和
辻
は
西
洋
の
個
人
主
義
的

な
倫
理
学
と
は
異
な
る
、「
和
辻
倫
理
学
」
と

も
い
う
べ
き
独
自
の
思
想
体
系
を
確
立
し
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。『
倫
理
学
』
の
上
巻

を
読
ん
だ
西
田
は
「
私
は
尊
兄
の
倫
理
学
の
考

へ
方
を
大
変
に
面
白
い
と
思
ふ
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す

（
７
）
」
と
い
う
手
紙
を
送
っ
て
い
ま
す
。
和
辻

が
師
で
あ
る
西
田
に
思
想
家
と
し
て
認
め
ら
れ

た
瞬
間
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な

が
ら
、
西
田
は
戦
中
病
に
倒
れ
、
昭
和
20
年
に

死
去
。
自
身
の
『
倫
理
学
』
の
完
成
を
師
で
あ

る
西
田
に
見
て
も
ら
う
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

『
倫
理
学
』
の
刊
行
を
終
え
た
昭
和
24
年
に

和
辻
は
東
京
帝
国
大
学
を
退
官
。
昭
和
27
年
に

は
古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
日
本
の
倫
理
思
想
を

京都学派と国立国会図書館―初代副館長中井正一について

実は京都学派と縁のある国立国会図書館。国立国会図書館の初代副館長の中井
正一（1900 ～ 1952）は、京都学派の流れを汲む学者でした。中井は京都帝国大
学で深田康

やすかず

算や九鬼周造といった京都学派の学者に師事し、自身も京都帝国大学
の講師として俗に「中井美学」と呼ばれる独自の美学体系を作り上げました。代表
著作に『美学入門』や哲学的に組織というものを考察した「委員会の論理」という
論文があります。また自身の故郷である尾道の尾道市立図書館館長も務めました。

戦後、参議院図書館運営委員長であった歴史家の羽
は に

仁五郎の推薦によって、国
立国会図書館初代副館長に就任します。中井にとって副館長としての仕事は、戦
後日本に民主主義を根付かせるという哲学的実践でもありました。ただ立ち上げ
当初はかなり大変だったらしく、「係のものは二週間、朝三時ごろまで寝ない日が
つづいた。私も夜半まで皆の帰るのをただ一人待つ日が多かった＊」と述べていま
す。それでも中井は国立国会図書館の意義を信じて副館長としての職務を果たし
ました。「国立国会図書館のこのごろ」というエッセイの中で中井は次のように述
べています。

「あらゆる無理解をもつらぬいて、目に見えない未来に向かって、国の政治もよ
くなり、全日本の図書館（図書館法によってこれから生まれる一万の村々の図書館）
に、わが館のカードとともに、良書が虹のように降りそそぐときがいつの日にか
来ると、私たちは信じ、それに命を賭けることに日々を費やしているのである＊＊」。

中井の図書館に賭ける強い思いが感じられる文章です。

＊ 久野収編『中井正一全集』第4 巻, 美術出版社, 1981,  pp.223-224　https://dl .ndl .go. jp/pid/12417736/1/117
＊＊ 同書 p.224　https://dl .ndl .go. jp/pid/12417736/1/118

中井正一
出典：中井正一著ほか『美と集
団の論理』中央公論社 , 1962
( h t t p s : / / d l . n d l . g o . j p /
pid/2498093/1/5)
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辿
る
『
日
本
倫
理
思
想
史
』
を
刊
行
。
ま
た
倫

理
思
想
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
芸
術
に
つ
い
て

論
じ
た
『
歌
舞
伎
と
操
り
浄
瑠
璃
』
な
ど
も
著

し
ま
し
た
。

晩
年
の
和
辻
は
周
囲
に
、
学
問
が
「
面
白
く

て
、面
白
く
て
（
８
）
」
と
漏
ら
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

和
辻
の
筆
の
歩
み
は
終
生
衰
え
る
こ
と
な
く
、

昭
和
35
年
に
71
歳
で
息
を
引
き
取
る
ま
で
精
力

的
に
執
筆
活
動
を
続
け
ま
し
た
。

和
辻
哲
郎
の
死
後
、
妻
で
あ
る
和
辻
照
氏
が

編
纂
し
た
『
和
辻
哲
郎
の
思
ひ
出
』
に
は
、様
々

な
人
物
が
追
悼
文
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
哲
学
仲

間
で
あ
り
、和
辻
の
没
後
に
『
和
辻
哲
郎
全
集
』

を
編
纂
し
た
安
倍
能
成
。
若
き
日
の
文
学
仲
間

で
あ
っ
た
谷
崎
潤
一
郎
。
京
都
学
派
の
一
員
で

あ
り
、
和
辻
に
師
事
し
た
高こ

う
さ
か坂
正ま
さ
あ
き顕
。

多
く
の
交
友
関
係
の
中
で
思
考
し
、
時
に
は

議
論
を
交
わ
し
、
自
身
の
著
作
を
発
表
し
な
が

ら
、
後
進
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
和
辻

の
生
涯
が
、
そ
の
追
悼
集
か
ら
は
う
か
が
え
ま

す
。「
人
間
」
は
「
人
と
人
の
間
に
生
き
る
存

在
」
で
あ
る
と
し
て
「
間
柄
」
の
倫
理
を
唱
え

た
和
辻
で
す
が
、
実
生
活
で
も
他
者
を
大
切
に

し
、
他
者
か
ら
愛
さ
れ
た
倫
理
学
者
だ
っ
た
の

だ
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

和辻哲郎の思想

ここでは和辻の代表的な著作である『人間の学としての倫理学』、『風土　人間学的考察』から、ほんの少しだけ和辻の
思想を紹介します。

『人間の学としての倫理学』―間柄思想の倫理学
『人間の学としての倫理学』はその名の通り、「人間」という言葉の分析と、そこから始まる新しい倫理学について探求

した著作です。本書で和辻は「人間」という言葉を「ジンカン」と読み、「人間」は独立に生きる個体的なものではなく、
人と人の間に生きる存在、つまり「世の中」で生きる存在であると考えました。たとえば日本では家に入る時に靴を脱ぎ
ますが、西洋では靴を脱がないことが一般的です。個人の行動は「世の中」の常識や、人間関係の中で規定されています。
一方で、「世の中」の側も、個人と独立して存在するのではなく、個人の行動が集まって生み出されたものです。

「人間とは「世の中」自身であるとともにまた世の中における「人」である。従って「人間」は単なる人でもなければ
また単なる社会でもない。人間においてはその両者は弁証法的に統一せられている＊」 とし、「個人」と「世の中」とは別々
に切り離すことができないものだと考えました。そこから和辻は、「人間」とは「世間」、つまり人々の「間柄」を生きる「間
柄的存在」だとして、「間柄思想」を唱えました。

こうした和辻の「間柄思想」は、西洋哲学において当時主流だった個人主義的な人間観を批判する意図がありました。
個人主義的人間観においては、人間を社会から切り離された「孤立的自我」として考えるという思考が一般的でした。け
れどもそのように社会から切り離された人は実際には存在しません。人間を「孤立的自我」として考えず、「間柄的存在」
として考えるところから倫理学を始めようとしたのが、「和辻倫理学」の独自性でした。

『風土　人間学的考察』 ―人間と自然の歴史の哲学
和辻は「風土」という言葉を独特の意味合いで使います。和辻にとって「風土」とは単なる「自然」ではなく、自然環

境と人間の営みの歴史が混ざり合ったものです。
たとえば、私たちが「寒い」と感じる時、単に「個」として温度の程度を感じているわけではないと和辻は考えます。「寒い」

と感じる時「冬がきた」、「蜜柑の季節だ」といった意味とともに感じます。また同じ「5℃」という気温でも、寒国の人にとっ
ては暖かく感じられるかもしれません。「寒さ」はある共同体、和辻の言葉でいえば「間柄」の中で見いだされるものだと、
和辻は考えます。

そうは言っても、「私は寒がりだ」といった言葉があるように、「寒さ」には個人差があるのではないかと疑問を持つ方
もいらっしゃることでしょう。しかし「我々の間に寒さの感じ方がおのおの異なっているということも、寒さを共同に感
ずるという地盤において可能となる＊＊」 と和辻は書いています。ある共同体における「寒さ」という共通の基準があって
はじめて、「私は寒がりだ」という個人的な「寒さ」を感じることができるようになると和辻は考えたのです。そこから和
辻は「すなわち我々は「風土」において我々自身を、間柄としての我々自身を、見出すのである＊＊＊」 と結論づけています。
つまり「寒い」といった感覚には、その言葉が使われる共同体の歴史が埋め込まれていると和辻は考えたのです。そして「風
土」を研究することは、ある土地における人間と自然の関わりの歴史を研究することだと考えたのです。

そこから和辻は「風土」という言葉をキーワードに、自然環境の中でいかにして人間の思考や行動様式が形作られてき
たのかということを論じました。特に和辻は「風土」の型を大きく三つに分け、日本をはじめとしたアジアの国々は「モ
ンスーン型」、中東の国々は「砂漠型」、ヨーロッパの国々は「牧場型」として、それぞれの「風土」における人間の思考
や行動様式について論じました。

風土の三つの類型については、現在の科学的見地などからは批判的に語られることがあります。しかし「風土」という
和辻の考え自体は環境哲学などの観点から近年再評価が高まりつつあり 、「風土」の思想は今なお色あせないものとなっ
ています。

＊『和辻哲郎全集』第 9 巻 ( 人間の学としての倫理学 , カント実践理性批判 , 人格と人類性 ), 岩波書店 , 1962, p.20　https://dl.ndl.
go.jp/pid/2974271/1/17
＊＊『和辻哲郎全集』第 8 巻 ( 風土 , イタリア古寺巡礼 ), 岩波書店 , 1962, p.10　https://dl.ndl.go.jp/pid/2974270/1/11
＊＊＊同書 , p.11　https://dl.ndl.go.jp/pid/2974270/1/11
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２
．
和
辻
哲
郎
自
筆
稿
本
の

紹
介
と
そ
の
特
徴

「
和
辻
哲
郎
自
筆
稿
本
」
は
和
辻
哲
郎
の
自

筆
稿
本
や
、
新
聞
、
雑
誌
の
切
り
抜
き
な
ど
か

ら
な
る
１
０
６
点
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
資
料
で

す
。
全
点
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
お
り
、
国
立
国

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
し
て
い
ま
す
。

１
０
６
点
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
資
料
の
大
部

分
を
占
め
る
１
０
３
点
は
、
夫
人
の
和
辻
照
氏

よ
り
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。残
る
３
点
の
う
ち「
風

土
」
（
９
）と
「
カ
ン
ト
実
践
理
性
批
判（
１
０
）」
に
つ
い
て

は
岩
波
書
店
で
和
辻
哲
郎
の
原
稿
の
編
集
を

行
っ
て
い
た
布
川
角
左
衛
門
か
ら
寄
贈
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
も
う
１
点
の
「
ア
メ
リ
カ
の
國

民
性（
１
１
）」
に
つ
い
て
は
、
当
館
が
古
書
店
か
ら
購

入
し
た
資
料
で
す
。

世
上
、
高
名
な
学
者
や
文
学
者
の
自
筆
稿
本

の
類
は
数
多
く
あ
る
が
、
一
個
人
の
著
作
が
こ

れ
ほ
ど
多
量
に
わ
た
り
原
稿
の
形
で
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
珍
し
い
、
当
館
の
購
入
図
書
評
価

員
で
あ
っ
た
文
淵
閣
の
吉
田
久
兵
衛
氏
は
、
本

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
て
そ
の
よ
う
な
感
想
を
も

ら
さ
れ
た
そ
う
で
す
（
１
２
）。

な
ぜ
当
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
こ
れ
ほ
ど

風土
和辻の代表著作である『風土』の初稿原稿で
す。本資料の翻刻は『和辻哲郎全集 別巻 1』
にも収録されています。

（https://dl.ndl.go.jp/pid/2532455）

ここでは「和辻哲郎自筆稿本」の中から興味深い資料を
いくつかピックアップしてご紹介したいと思います。

倫理学 [3]
和辻哲郎の主著である『倫理学』の初稿原稿
です。和辻が自身の頭の整理のために書いた
と思われる図が記載されています。書籍とし
て刊行された『倫理学』には掲載されていな
い図で、和辻の執筆過程が伺える貴重な資料
です。

（https://dl.ndl.go.jp/pid/2546214）
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西洋文化史 希臘 1,2 [2]
和辻哲郎が女子英学塾（現・津田塾大学）で
行っていた西洋文化史の講義ノートです。資
料に記載された日付から、大正 11（1922）
年頃に作成されたものではないかと思われま
す。和辻が当時の学生に出題していた試験問
題が記されています。和辻が学生達にどのよ
うな試験を出題していたかが分かる興味深い
資料です。この講義録を読んで試験問題を解
けば、あなたも和辻の弟子になれるかもしれ
ません（？）

（https://dl.ndl.go.jp/pid/2546224）

シェラー倫理学叙述と批判
ドイツの哲学者マックス・シェラー（Max 
Scheler）の倫理学について書かれた約 200
ページにわたる大部のノートです。大学の講
義のために記したノートであると思われま
す。マックス・シェラーについて体系的に論
述されており、和辻のシェラー解釈を伺うこ
とができます。本資料は活字化されておらず、
全集にも未収録の資料です。そのため本コレ
クション資料でしか閲覧することのできない
貴重な資料となっています。

（https://dl.ndl.go.jp/pid/2532441）

Materiale Wertethik と東洋の徳論
題名からマックス・シェラーが唱えた「実質
的価値倫理学（Materiale Wertethik）」と東
洋の儒教における「徳論」の比較を目的とし
た講義ノートだと思われます。ただしその内
容の大半はドイツの哲学者イマニュエル・カ
ントの哲学の批判的考察で占められていま
す。約 240 ページにわたる大部のノートで、
内容的に上に挙げた『シェラー倫理学叙述と
批判』と関連があり、同時期に作成されたも
のではないかと推測されます。本資料も活字
化されておらず、全集未収録の資料となって
います。そのため本コレクション資料でしか
閲覧することのできない貴重な資料です。

（https://dl.ndl.go.jp/pid/2532449）

リサーチ・ナビ「和辻哲郎自筆稿本」では同コレクションの内容や利用方法を紹介しています。リサー
チ・ナビ掲載の資料目録では、それぞれ国立国会図書館デジタルコレクションへのリンクを貼ってお
りますので、目録内の資料名をクリック頂ければそのまま資料をご覧いただくことが可能です。

（https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi/oldmaterials/watsuji_tetsuro）
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ま
と
ま
っ
た
数
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う

と
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
寄
贈
さ
れ
た
夫
人
の
照

氏
と
子
息
の
夏
彦
氏
の
ご
尽
力
に
よ
る
も
の
で

す
。
お
二
人
は
和
辻
家
に
保
管
さ
れ
て
い
た
自

筆
稿
本
を
ま
と
め
る
だ
け
で
な
く
、
古
書
展
な

ど
に
売
り
出
さ
れ
て
い
た
原
稿
を
買
い
集
め
る

等
の
方
法
で
積
極
的
に
収
集
し
、
製
本
等
も
独

自
で
行
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

岩
波
書
店
の
藤
森
善よ

し
つ
ぐ貢
氏
は
「
著
書
と
原
稿

と
先
生
」
と
い
う
文
章
の
中
で
、『
和
辻
哲
郎

全
集
』
に
触
れ
る
形
で
、
和
辻
の
資
料
の
保
存

状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
の
全
集
［
注:

『
和

哲
郎
全
集
』］
ほ
ど
原

稿
や
資
料
が
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の
も
珍
し
い

と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
は
照
子
夫
人
の
功
績
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
先
生
の
原
稿
は
ほ
と
ん

ど
製
本
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な

く
、
出
版
さ
れ
た
初
版
本
や
改
訂
本
を
は
じ

め
、
そ
の
書
評
の
切
り
抜
き
、
写
真
類
に
い
た

る
ま
で
が
整
理
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
各
方
面
か

ら
先
生
に
寄
せ
ら
れ
た
書
簡
な
ど
も
保
存
さ
れ

て
い
た
。
と
く
に
貴
重
と
思
わ
れ
る
の
は
、
先

生
が
メ
モ
を
さ
れ
た
手
帳
や
論
文
の
骨
組
を
な

す
ノ
ー
ト
ま
で
が
保
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。（
中
略
）
学
界
に
大
き
な
業
績
を
遺
さ
れ

た
の
は
、
先
生
の
天
才
的
な
才
能
に
よ
る
も
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
を
支
え
て
き
た
夫
人
の
温
か

い
心
遣
い
の
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
だ
ろ
う

（
１
３
）。

藤
森
氏
の
言
葉
に
あ
る
「
先
生
が
メ
モ
さ
れ

た
手
帳
や
論
文
の
骨
組
を
な
す
ノ
ー
ト
」が「
和

辻
哲
郎
自
筆
稿
本
」
と
し
て
当
館
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
資
料
で
す
。『
残
照　

和
辻
照
遺
稿
集
』

に
は
、「
か
ね
て
精
魂
を
こ
め
て
整
理
し
て
ゐ

た
夫
・
哲
郎
の
手
書
き
原
稿
を
全
部
、
永
井
道

雄
夫
妻
の
あ
つ
せ
ん
に
よ
り
、
国
会
図
書
館
に

寄
贈
し
た
（
１
４
）」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
照
夫
人
が
長

年
和
辻
の
原
稿
を
丁
寧
に
整
理
さ
れ
て
い
た
様

子
が
う
か
が
え
ま
す
。

当
館
所
蔵
の
「
和
辻
哲
郎
自
筆
稿
本
」
の
一

部
は
翻
刻
さ
れ
て
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
に
収
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
全
集
に
は
多
く
が
抄

録
と
い
う
形
で
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
全
て

を
読
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
全
集
に
は

収
録
さ
れ
て
い
な
い
資
料
も
「
和
辻
哲
郎
自
筆

稿
本
」
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
和
辻
哲
郎
が

遺
し
た
手
帳
や
、
ノ
ー
ト
、
原
稿
を
オ
リ
ジ
ナ

ル
に
近
い
形
で
見
た
い
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。

和辻哲郎と布川角左衛門

布川角左衛門（1901-1996）は岩波書店の編集者として活躍し、栗田出版販売の会長や筑摩書房の代表取締役を務
めた出版人です。日本出版学会の創設や『日本出版百年史年表』の執筆など、日本の出版界に大きな影響を与えました。

そんな布川ですが、実は岩波書店時代は和辻哲郎の原稿の担当者でした。『面とペルソナ』という著作のあとがきに、
布川の名前が出てきます。
「こヽに一冊の書となつて現れるに至つたのは、岩波書店の布川君の半年に亙る熱心な勸誘に基づくのである＊」
岩波時代の布川は、和辻のみならず、西田幾多郎、田辺元、三木清といったいわゆる京都学派の哲学者たちの原稿

の編集を担当していました。和辻は布川のことを気にかけて
いたようで、布川が田辺元に原稿を書いてもらえるように紹
介状を書いてあげたりもしていたようです。＊＊

「和辻哲郎自筆稿本」のうち「風土」と「カント実践理性
批判」については布川角左衛門から寄贈された資料となって
います。詳しい経緯は不明ですが、おそらく布川個人あるい
は岩波書店が保有していた原稿が当館に寄贈されたのではな
いかと思われます。

当館では「布川文庫」として布川角左衛門の旧蔵書コレク
ションも所蔵しています。その多くは布川が専門とした出版
関係の資料ですが、布川自身が編集に携わった和辻哲郎や京
都学派の哲学者達の初版本なども含まれています。「和辻哲
郎自筆稿本」とともに、「布川文庫」もぜひご利用ください。
資料の詳細やご利用方法はリサーチ・ナビ「布川文庫」をご
一読ください。

＊ 和辻哲郎『面とペルソナ』岩波書店, 1937,  「跋」p.1　https://dl .ndl .go. jp/pid/1217957/1/155
＊＊ 布川角左衛門『出版の諸相』( エディター叢書 ; 9) 日本エディタースクール出版部, 1975,  p.207　https://dl .ndl .go. jp/

pid/12276866/1/110

リサーチ・ナビ「布川文庫」
（https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi/humanities/
post_100040）
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1 『和辻哲郎全集』第 18 巻 ( 自叙伝の試み ), 岩波書店 , 1963, p.7　
https://dl.ndl.go.jp/pid/2974280/1/10

2 「埋もれた日本」『和辻哲郎全集』第3巻 (日本古代文化,埋もれた日本), 
岩波書店, 1963, p.422　https://dl.ndl.go.jp/pid/2974257/1/222

3 『和辻哲郎全集』第 2 巻 , 岩波書店 , 1961, p.18　https://dl.ndl.
go.jp/pid/2974437/1/15

4 同書 , p.18
5 「回顧十年」『中井正一全集』第 1 巻 ( 哲学と美学の接点 ), 美術出版

社 , 1981, p.350　https://dl.ndl.go.jp/pid/12417733/1/179
引用部分で名前の挙がる「西田、深田、朝永、波多野、藤井、小
西、松本」は順に西田幾多郎、深田康算、朝永三十郎、波多野精一、
藤井健治郎、小西重直、松本文三郎。

6 『和辻哲郎全集』第 10 巻 ( 倫理学 上 ), 岩波書店 , 1962, p.11　
https://dl.ndl.go.jp/pid/2974272/1/12

7 『西田幾多郎全集』別巻第 5( 書簡集第 1), 岩波書店 , 1953, p.598　
<121.9-N744n>

8 尾高京子「父のうしろ姿」和辻照『和辻哲郎の思ひ出』和辻照 , 
1962, p.290　https://dl.ndl.go.jp/pid/2974379/1/157

9 和辻哲郎自筆稿本「風土」　https://dl.ndl.go.jp/pid/2532455
10 和辻哲郎自筆稿本「カント実践理性批判」　https://dl.ndl.go.jp/

pid/2532426
11 和辻哲郎自筆稿本「アメリカの國民性」　https://dl.ndl.go.jp/

pid/2532456
12 「和辻哲郎自筆稿本の受贈について」『国立国会図書館月報』(176), 

1975.11, p.13　<Z21-146>
13 前掲注 8, pp.94-95　https://dl.ndl.go.jp/pid/2974379/1/59
14 和辻照著ほか『残照　和辻照遺稿集』和辻夏彦 , 1978, p.191　

<GK154-43>
15 初版本や初稿本の復刻としては『初稿倫理学』（筑摩書房 , 

2017　<H51-L87>） や『 初 版 古 寺 巡 礼 』（ 筑 摩 書 房 , 2012　
<K81-J49>）といったものがあります。また初版本や初稿本
の研究としては、『倫理学』の初稿本を研究した子安宣邦『和
辻倫理学を読む　もう一つの「近代の超克」』（青土社 , 2010　
<HA144-J5>）などがあります。

16 服部圭祐「和辻哲郎の未発表草稿『倫理学』について―「和
辻倫理学」の成立過程―」『倫理学年報』(69), 日本倫理学会 , 
2020　, pp.263-276<Z9-194>

< > 内は当館請求記号

３
．
和
辻
哲
郎
自
筆
稿
本
の

研
究
と
そ
の
意
義

近
年
、
和
辻
哲
郎
の
初
版
本
や
初
稿
本
の

復
刻
と
そ
れ
を
用
い
た
研
究
が
盛
ん
に
な
り
つ

つ
あ
り
（
１
５
）、
当
館
の
「
和
辻
哲
郎
自
筆
稿
本
」
を

用
い
た
研
究
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
１
６
）。
和
辻
哲
郎

の
初
版
本
や
自
筆
稿
本
の
研
究
が
盛
ん
で
あ
る

背
景
に
は
、
和
辻
が
改
稿
の
度
に
内
容
を
大
き

く
変
更
す
る
思
想
家
だ
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
和
辻
の
原
稿
を
見
比
べ
る
こ
と

で
、
和
辻
の
思
索
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

当
館
の
「
和
辻
哲
郎
自
筆
稿
本
」
の
原
稿
や

メ
モ
の
は
し
が
き
に
は
和
辻
の
思
索
の
跡
が
た

く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
和
辻
哲
郎
が
何
か

ら
影
響
を
受
け
、
そ
し
て
何
を
考
え
た
の
か
。

そ
の
ヒ
ン
ト
が
「
和
辻
哲
郎
自
筆
稿
本
」
に
は

眠
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
当
館
の
「
和

辻
哲
郎
自
筆
稿
本
」
が
、
和
辻
哲
郎
研
究
や
和

辻
思
想
の
理
解
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

昭和 28 年 4 月、自宅書庫で撮られた肖像写真。後
ろには和辻が所蔵していた岸田劉生の麗子像の絵画
も掛けられています。
出典：『和辻哲郎全集』第 1 巻 , 岩波書店 , 1961
(https://dl.ndl.go.jp/pid/2974436/1/4)

文化勲章受章の夜の和辻哲郎と照夫人。後ろの掛軸は師であった
夏目漱石の書。昭和 30 年 11 月 3 日、息子の和辻夏彦氏による撮影。
出典：和辻照著ほか『残照　和辻照遺稿集』和辻夏彦 , 1978　
<GK154-43>
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総
務
係
は
、
館
内
の
会
議
の
た
め
の
準
備
や
、
職

員
向
け
の
館
内
放
送
、
そ
し
て
『
月
報
』
を
は
じ
め

と
す
る
館
の
刊
行
物
を
国
会
事
務
局
へ
お
届
け
し
た

り
外
部
機
関
等
へ
発
送
し
た
り
と
、
様
々
な
業
務
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

突
然
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
を

ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
ま
し
た
か
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
と

美
味
し
い
料
理
を
用
意
し
て
、
お
祝
い
さ
れ
た
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
海
外
で
は
ク
リ
ス

マ
ス
当
日
を
迎
え
る
前
に
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド

を
送
り
合
う
習
慣
が
あ
り
、
当
館
は
国
立
の
図
書
館

と
し
て
、
海
外
の
図
書
館
関
係
者
の
方
に
向
け
て
グ

リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
を
送
っ
て
い
ま
す
。
総
務
係

は
そ
の
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
を
他
部
署
と
連
携

し
て
作
成
す
る
業
務
も
担
当
し
ま
す
。
今
回
は
、
昨

年
の
カ
ー
ド
作
成
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
当
館
が
所
蔵
し
て
い
る
古
典
籍
資
料
等
の

中
か
ら
絵
柄
を
選
ぶ
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
季

節
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
や
、
海
外
の
方
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
日
本
の
伝
統
的
な
文
化
が
表
さ
れ

て
い
る
も
の
が
望
ま
し
い
で
す
が
、
宗
教
上
の
問
題

な
ど
に
も
気
を
配
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
２
０
２
４

年
は
、め
で
た
い
筋
立
て
の
御
伽
草
子
『
文
正
草
子
』

を
描
い
た
奈
良
絵
本
の
一
場
面
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

絵
柄
が
決
ま
っ
た
ら
、
解
説
文
の
作
成
は
古
典
籍

資
料
の
担
当
部
署
へ
、
英
訳
は
ま
た
他
の
部
署
に
依

頼
し
ま
す
。
限
ら
れ
た
字
数
の
中
に
、
物
語
の
あ
ら

す
じ
や
絵
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
、
時
代
背
景
な
ど
を

詰
め
込
ん
だ
解
説
文
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し

て
当
係
は
印
刷
業
者
と
の
や
り
取
り
を
行
い
ま
す
。

実
物
を
見
た
こ
と
が
な
い
人
に
も
原
資
料
の
正
確
な

色
を
伝
え
る
た
め
、
複
数
人
で
印
刷
版
と
原
資
料
と

を
見
比
べ
る
の
も
重
要
な
作
業
の
一
つ
で
す
。

　

校
正
作
業
を
繰
り
返
し
て
や
っ
と
グ
リ
ー
テ
ィ
ン

グ
カ
ー
ド
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
多
く
の
人
の
協
力

を
得
て
完
成
し
た
カ
ー
ド
を
、
昨
年
も
届
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
届
け
ら
れ
た
一
枚
に
暫
し
目
を
留

め
、
絵
柄
が
示
す
物
語
に
思
い
を
馳
せ
る
よ
う
な
時

間
が
生
ま
れ
て
い
た
ら
素
敵
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。（
総
務
部
総
務
課 

総
務
係
　
１
フ
ァ
ー
ジ
ン
グ
）

オリジナルの
カードをどうぞ

奥から初校、再校、三校。原資料と見比べ、色合いを近づけていきます。
着物の色などピンポイントで修正をお願いする場合もあります。

24国立国会図書館月報 765号 2025.1



25 国立国会図書館月報 765号 2025.1

国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、日本国内の出版物を広く収集しています。
このコーナーでは、主として取次店を通さない国内出版物を取り上げて、ご紹介します。

おいしい浮世絵展  
北斎　広重 　国芳たちが
描いた江戸の味わい
博報堂DYメディアパートナーズ 刊
2020　318 p ; 21 cm
<請求記号 KC16-M737>

　

鰻
の
か
ば
焼
き
を
ま
る
ご
と
口
に
運
ぶ
表

紙
の
女
性
が
羨
ま
し
く
、
印
象
的
だ
。
本
書

は
２
０
２
０
年
に
森
ア
ー
ツ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

開
催
さ
れ
た
展
覧
会
「
お
い
し
い
浮
世
絵
展

～
北
斎 

広
重 

国
芳
た
ち
が
描
い
た
江
戸
の

味
わ
い
～
」
の
図
録
で
あ
る
。
人
々
が
食
を

楽
し
む
姿
を
描
い
た
浮
世
絵
の
数
々
に
加

え
、
描
か
れ
た
料
理
の
レ
シ
ピ
と
再
現
写
真

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
章
「
季
節
の
楽
し
み
と
食
」
で
は
、

春
夏
秋
冬
、
季
節
な
ら
で
は
の
食
を
楽
し
む

様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
春
は
花
見
の
宴

で
、
す
し
を
食
べ
、
豆
腐
田
楽
を
あ
ぶ
り
、

お
酒
を
片
手
に
花
見
弁
当
を
味
わ
う
。
夏
は

端
午
の
節
句
に
柏
餅
、
暑
い
と
き
に
は
ス
イ

カ
で
一
息
。
秋
は
月
見
で
一
杯
、
冬
は
焼
き

芋
の
甘
さ
を
楽
し
み
、
正
月
に
は
餅
つ
き
を

す
る
。
今
も
昔
も
季
節
ご
と
の
食
を
楽
し
む

こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。

　

第
二
章
「
に
ぎ
わ
う
江
戸
の
食
卓
」
で

は
、
す
し
や
鰻
、
天
ぷ
ら
、
蕎
麦
、
豆
腐
な

ど
、
江
戸
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
食
を
楽

し
む
人
々
の
姿
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
待
ち

き
れ
ず
に
手
を
の
ば
し
て
す
し
を
ね
だ
る
子

ど
も
の
絵
か
ら
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
す

し
が
魅
力
的
な
食
だ
っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て

く
る
。
鰻
を
軒
先
で
捌
き
、
火
鉢
で
か
ば
焼

き
に
し
て
い
る
鰻
屋
の
浮
世
絵
か
ら
は
、
賑

わ
う
店
の
活
気
と
人
々
の
楽
し
む
声
が
き
こ

え
て
く
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
天
ぷ
ら
を
ひ
と

か
じ
り
し
て
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
女
性
。
タ

イ
ト
ル
ど
お
り
「
む
ま
さ
う
（
う
ま
そ
う
）」

で
、見
て
い
る
と
天
ぷ
ら
が
食
べ
た
く
な
る
。

雪
景
色
の
中
、
屋
台
の
蕎
麦
屋
に
集
ま
る
女

性
た
ち
の
姿
。
寒
い
中
で
食
べ
る
あ
つ
あ
つ

の
か
け
蕎
麦
は
、
さ
ぞ
お
い
し
か
っ
た
こ
と

だ
ろ
う
。

　

第
三
章
「
江
戸
の
名
店
」
で
は
、
名
店
や

名
物
料
理
が
描
か
れ
た
浮
世
絵
が
登
場
す

る
。
幕
の
内
弁
当
で
有
名
だ
っ
た
「
万ま
ん
き
ゅ
う久
」

と
い
う
店
を
紹
介
す
る
浮
世
絵
に
は
、
語
尾

を
掛
け
て
「
髭
の
意い
き
ゅ
う休
」
と
い
う
歌
舞
伎
の

役
柄
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
言
葉
遊

び
や
謎
解
き
を
楽
し
み
つ
つ
、
人
々
が
名
店

に
思
い
を
巡
ら
せ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　

第
四
章
「
旅
と
名
物
」
で
は
東
海
道

五
十
三
次
の
浮
世
絵
が
紹
介
さ
れ
、
道
中
で

各
地
の
グ
ル
メ
を
楽
し
む
人
々
の
様
子
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
現
代
よ
り
も
過
酷
な
旅

路
な
が
ら
、
名
勝
を
眺
め
た
り
、
そ
の
地
の

名
物
を
味
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
を
励
み
と
し

て
、
足
を
す
す
め
た
に
違
い
な
い
。

　

随
所
に
紹
介
さ
れ
た
再
現
レ
シ
ピ
も
本
書

の
魅
力
の
一
つ
だ
ろ
う
。
深
川
め
し
、
蛸
の

江
戸
煮
、
ピ
ン
ク
や
黄
色
に
染
め
ら
れ
た
白

玉
な
ど
、
浮
世
絵
に
登
場
す
る
よ
う
な
姿
で

再
現
さ
れ
た
料
理
は
魅
力
的
で
、
江
戸
の

人
々
が
心
を
お
ど
ら
せ
る
様
子
の
説
得
力
が

増
す
。

　

ま
た
、
浮
世
絵
の
一
枚
一
枚
を
じ
っ
く

り
と
見
て
み
る
と
、「
十
三
里
」
と
書
い
て

「
九く

り里 （
栗
）
＋
四よ

り里 

」
う
ま
い
「
焼
き
芋
」

を
表
し
た
店
の
看
板
の
洒
落
や
、
屋
台
街
の

中
を
歩
く
蛸
の
着
ぐ
る
み
姿
の
人
な
ど
の
発

見
も
あ
る
。
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
食
文
化

が
い
き
い
き
と
伝
わ
っ
て
く
る
の
は
、
庶
民

に
親
し
ま
れ
、
身
近
な
生
活
を
描
い
た
浮
世

絵
だ
か
ら
こ
そ
か
も
し
れ
な
い
。

　

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
幸
せ
で
あ
ふ
れ

た
本
書
。
江
戸
の
食
に
思
い
を
馳
せ
、
お
腹

を
空
か
せ
て
読
み
た
い
一
冊
で
あ
る
。

 

（
和
多　

も
な
み
）



N D L  T o p i c sN D L  T o p i c s
新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
８
７
号

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
予
算
過
程
と
近
年
の
国
家
予
算
の
動
向

学
校
に
お
け
る
生
徒
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
促
進
―
欧
州

連
合
の
教
育
政
策
に
見
ら
れ
る
動
向
を
中
心
に
―

ド
イ
ツ
に
お
け
る
市
民
会
議
の
経
緯
及
び
現
状
―
市
民
に
よ

る
政
治
参
加
の
一
形
態
―

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
集
中
排
除
規
制
の
現
状
―
メ
デ
ィ
ア
環
境

の
変
化
を
踏
ま
え
て
―

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス　

３
６
２
号　

民
と
官
で
築
い
た
牧
之
原
市
立
図
書
交
流
館
「
い
こ
っ
と
」

「
文
学
創
造
都
市
お
か
や
ま
」
の
取
組
に
つ
い
て

「
全
国
書
誌
」
か
ら
「
全
国
書
誌
デ
ー
タ
」
へ
：
全
国
書
誌
提

供
サ
ー
ビ
ス
の
「
こ
れ
ま
で
」
と
「
い
ま
」

気
候
変
動
時
代
に
お
け
る
図
書
館
・
文
書
館
資
料
の
環
境
管

理
：
持
続
可
能
な
資
料
保
存
へ

<

動
向
レ
ビ
ュ
ー>

大
学
図
書
館
の
キ
ャ
リ
ア
学
習
支
援

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

　

日
本
図
書
館
協
会

　

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

　

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

訂
正

本
誌
で
次
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

７
６
３
（
２
０
２
４
年
11
月
）
号
「
憲
政
資
料
室
の
新
規
公
開
資
料

か
ら
」

　

17�

ペ
ー
ジ　

石
橋
湛
山
関
係
文
書
（
そ
の
一
）（
二
〇
二
三
年
追
加
分
）

に
関
す
る
説
明
文

　
（�

誤
）
こ
の
資
料
群
の
存
在
は
、
鎌
倉
の
邸
宅
で
東
京
大
空
襲
を
免
れ

た
も
の
と
し
て
つ
と
に
知
ら
れ
て
お
り
、
石
橋
湛
一
・
伊
藤
隆
編
『
石

橋
湛
山
日
記
』（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
に
未
収
録
の
資
料

を
含
ん
で
い
ま
す
。

　
（�

正
）
こ
の
資
料
群
は
、
鎌
倉
の
邸
宅
で
東
京
大
空
襲
を
免
れ
た
こ
と

が
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
た
資
料
や
、
石
橋
湛
一
・
伊
藤
隆
編
『
石
橋

湛
山
日
記
』（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
に
未
収
録
の
資
料
を

含
ん
で
い
ま
す
。

　

７
６
３
（
２
０
２
４
年
11
月
）
号
「
国
際
子
ど
も
図
書
館
展
示
会
『
国

際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
受
賞
作
家
・
画
家
展
』」

　

33
ペ
ー
ジ　

安
野
光
雅
氏
に
関
す
る
説
明
文

　
（�

誤
）
２
０
１
７
年
に
京
都
市
に
「
森
の
中
の
家　

安
野
光
雅
館
」
が

開
館
し
ま
し
た
。

　
（�

正
）
２
０
１
７
年
に
京
都
府
京
丹
後
市
に
「
森
の
中
の
家　

安
野
光

雅
館
」
が
開
館
し
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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国会へのサービス
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課題や内外の諸事情に関する調査、法
案の分析・評価などを行っている。

行政・司法支部図書館へのサービス

貸出 3344 点
支部図書館制度に基づき、各府省庁および最高裁判所に
支部図書館が設置されている。この図書館ネットワーク
をもとに、図書館サービス、資料の交換が行われている。

数 字 で 見 る
国 立 国 会 図 書 館

『国立国会図書館年報 令和 5 年度』から

『国立国会図書館年報』は、ホームページでもご覧になれます。『国立国会図書館年報』は、ホームページでもご覧になれます。
https://www.ndl.go.jp/jp/publication/annual/index.htmlhttps://www.ndl.go.jp/jp/publication/annual/index.html

『国立国会図書館年報　令和 5年度』をもとに、『国立国会図書館年報　令和 5年度』をもとに、
国立国会図書館の業務、サービス、組織に関す国立国会図書館の業務、サービス、組織に関す
るおもな数字を抜粋しました。るおもな数字を抜粋しました。
※数字は令和 6年 3月 31 日現在（令和 5年度の実績）※数字は令和 6年 3月 31 日現在（令和 5年度の実績）

国政課題に関する
調査研究

307件
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文書資料
2万8500点
文書資料
2万8500点

映像資料
1万3741点
映像資料
1万3741点

図書
19万6457点
図書

19万6457点

雑誌
26万1996点
雑誌

26万1996点新聞
16万5753点
新聞

16万5753点

録音資料
1万1024点
録音資料
1万1024点

楽譜資料
751点
楽譜資料
751点

機械可読資料
（CD―ROM等）
7129点

機械可読資料
（CD―ROM等）
7129点

点字・大活字資料
1117点

点字・大活字資料
1117点

地図資料
4027点
地図資料
4027点

マイクロ資料
3124点

マイクロ資料
3124点

博士論文
798点
博士論文
798点

カード式資料等
202点

カード式資料等
202点

書誌データ作成数（年間）

53万3743件
書誌データ提供数（総計）

2810万1566件

年間受入点数
69万4619点

その他合計
1万7148点
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インターネット提供
191万9280点

送信サービス限定提供
180万3834点
図書館・個人向けデジタル化資料
送信サービスの提供データ　　　

NDL館内限定提供
185万5509点

インターネット
資料収集保存事業
収集データ件数
25万6771件

収集データ容量
3.1PB

デジタル資料点数

国立国会図書館サーチで
統合検索できる書誌データ

1億8494万9927件
当館や他機関が保有する冊子体・デジタル化された画像・

音声等の様々な形態の情報を検索できる

所蔵点数
4753万
1625点

図書館等への貸出し

1万3949点

図書館への貸出し、小中学生向けの 
学校図書館セット貸出し、展示会に 

出品するための貸出しがある

遠隔複写

25万5806件

来館せずに申し込まれた複写件数

29 国立国会図書館月報 765号 2025.1



職員数
894人
男性　48.2％
女性　51.8％

管理職のうち女性の割合
約 35.2％

	 建物延べ面積	 書庫面積	 閲覧室面積
	 24万 6284㎡	 12万		578㎡	 2万 5864㎡
	 	14 万 7853㎡	 7 万 7829㎡	 1 万 8983㎡

			国会分館	 1331㎡	 609㎡	 562㎡
	 8 万 4339㎡	 3 万 9026㎡	 4265㎡
	 1 万 2761㎡	 3114㎡	 2054㎡

東京本館
関西館
国際子ども図書館

来館者

61万  422人
　　   41万3407人
　　   6万6576人
　　  13万  439人

閲覧

176万7221点

　165万7946点
　  7万7634点
　  3万1641点

　来館して申し込まれた閲覧資料点数

来館複写

95万2547件
うちデジタル化資料等の

プリントアウト件数

48万8643件

来館して申し込まれた複写件数

館全体の予算・決算
歳出予算現額
約309億6670万円
  決算額
約244億7886万円
前年度からの繰越額約56億5314万円
次年度への繰越額約57億6968万円

ホームページへの
アクセス

4614万8607件
インターネットを通じて、蔵書目録、国会会議録等

の各種データベース、調べものに役立つ情報などが

利用できる
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本誌に掲載した論文等のうち意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解であることをお断りいたします。
本誌に掲載された記事を転載する場合（全文または長文にわたり抜粋する場合、または図版を転載する場合）には、
事前に当館総務部総務課にご連絡ください。
本誌 517 号以降、PDF 版を当館ホームページ（https://www.ndl.go.jp/）＞刊行物＞国立国会図書館月報でご覧いただけます。
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